
四
二

『本
朝
小
序
集
』

研
究
覚

書

(付

・
翻
刻
)

本

間

洋

一

『本
朝
小
序
集
』

(題
簽

な

し
。
菊
亭

文
庫
蔵

〈菊

・
ホ

・
16
>
寛

文

七
年

〈
一
六
六
七
〉
冷
泉
為
清
書
写
)
は
、
別

に

「
和
歌
真
字
序
」
と
も

呼
ぼ

れ
、
「
真
字

の
和

歌
序
五
十
三
編
を
収

め
る
」

(
『日
本
古
典
文
学
大

辞
典
』
第

五
巻

、
岩
波
書
店
)
と
さ
れ

て
い
る
が
、
実
は
こ
れ
は
正
確

な

記
述

で
は
な

い
。
そ
れ
は
末
尾

に
対
策
文

(「
詳
和
歌
」
)
や

「
人
麿

画
讃

并
序
」
が
収

め
ら
れ

て
い
る
か
ら
か
、
と
言
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
勿
論

両
篇

と
も

「和
歌
序
」

の
枠
を
外
れ
る

の
だ
が
、
今

は
和

歌
に
関
わ

る
も

の
と
み
な
し

て
許
容
し

て
も
良

い
。
問
題
は
次

の
四
作

で
あ

る
。

先
ず

六
番

目

の
令
明
作

の
題

詞
に

「
七
言
暮
春
於
二
城
南

別
業

一同
賦
二

仙
家
春
未
フ
尽
詩

一
首

題
中
取

レ韻
付

二
小
序

こ

と
あ

る
。
傍
点
を
付

し

た
四

ケ
所
に
注
目
す
れ
ば
、
此
作

が

「和
歌
序

」
で
は
な
く

「詩
序
」

で

あ

る
こ
と
は
明
白

で
あ

る
。
即
ち

「
七
言
」
「
題
中
取
韻
」

は
詩

序
に

ご

そ
必
要

で
は
あ
れ

、
和

歌
序

に
は
無
用

の
文
言

で
あ
る
。

ま
た
、
「
賦
=

1

こ

も
詩

序
に
用

い
ら
れ

る
文
字

で
あ

っ
て
、
和

歌
序

で
は

「
詠
ニ

ー

一」
と
記
さ
れ
る

べ
き
も

の
で
あ
る
。

次

に
二
十
八
番
。
こ

の
匡
衡

の
作
は
後
述
す

る
よ
う

に

「和
歌
序
」

で

は
な
く
、
明
ら
か
に

「
詩
序
」
で
、

『江
吏
部
集
』

(巻
中
)

で
は
七
絶
を

伴
う
も

の
な

の
で
あ
る
。

ま
た
更
に
、
四
十
三

・
四
十
四
番

の
憶
良

の
二
作
も
敢

て
言
え
ば

「
詩

序
」

で
あ

っ
て
、
所
収
作

の
末
尾

に
は
共

に
七
言
四
句
詩
が
、
ま
る
で
序

の
続
き
で
も
あ
る
か
の
よ
う

に
記

さ
れ

て
い
る

の
が
注
意
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
も
含

め
、
分
類
上

の
不
備
を
論
う

の
は
容
易

で
あ

る
が

、

も
と
も
と
手
控
え
程
度

の
も

の
に
過
ぎ
ず
、
未
定
稿
に
終

っ
た
も

の
か
と

稿
者

な
ど
は
臆
測

し
て
い
る
の
で
、
殊
更
に
厳
密
さ
を
要
求
す

る
の
も
詮



な

い

こ
と

か

と

思

う

。

(-
)

本
書
と
性
格

の
類
似
す
る
も

の
に

『扶
桑
古
文
集
』
が
あ

る
。
そ
れ

に

は
前
掲

の
令
明

の
詩
序
が
収
め
ら
れ
、
且

つ
和

歌
序

に

つ
い
て
も

四
篇
が

共
通

し
て
収
め
ら
れ

て
い
る
。
従

っ
て
本
書
と
何
ら
か

の
関
係
i

例
え

ば
本
書
書
写
時

の
資
料

の

一
つ
、
或
は
同
じ
資
料
を
も
と
に
し
て
い
た
と

い
う
よ
う
な
ー

が
あ
る

は
ず

で
あ
る
が
猶
未
詳

で
あ
る
。
本

書

の
奥
書

(後
掲
翻
刻
参
照
)

に
依
れ
ぼ
、
本
書
書
写
当
時

に

「
和
歌
序
六
巻
」
と
、

「和
歌
序
等
」

の
外
題
を
有
す

る

一
巻
が
存
し

て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

本

書
が
そ

の
後
掲

一
巻
な

の
か
、
或

は
そ
れ
ら
を
も
と

に
成

っ
た
抄
出
本

な

の
か
、
今

一
つ
判
然

と
し
な
い
。
が

、
い
ず
れ

に
し
て
も
、
書
名

「
本

朝

小
序
集
」
は
本
書
書

写
当
時

以
前

に
遡

る
こ
と
は
な

い
と
考
、え
る
。
そ

し

て
そ

の
名
称

も
、
「
和
歌
真
字
序
集
」

と

い
う
よ
り

は
ま
ず

は
ふ
さ
わ

し

い
も

の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
以

下
各
作
品

に
つ
い
て
若
干

の
覚
書
を
認
め

て
お
き
た

い
。

1

(作
者
)
藤
原
行
成

(九
七
ニー

一〇二
七
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(
巻
四
五
)

行
成
は
義
孝

の
子
、
伊
尹

の
孫
。
三
蹟

の

一
人
で
正
二
位
権
大
納
言

に

至

っ
た
。
彼
が

「参
議
正
三
位
行
右
大
弁
兼
侍
従
」
で
あ

っ
た

の
は
、
長

保

五
年

(
δ
〇三
)
十

一
月

五
日
よ
り
寛
弘
二
年

(
δ
〇
五
)
六
月
十
八
日
迄

の
こ
と
と
な

る
が

、
「美

濃
権
守
」
と
あ

る
の
は
不
審
。
恐

ら
く
は

「美

『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

作
権
守
」

(寛
弘
元
年

正
月
廿
四
日
兼
任
)

の
誤

り
か
と
考
え
ら
れ

る
の

で
、
本
和
歌
序

は
寛
弘

元
年

(長
保
六
年
七
月

に
改
元
)

の
冬

に
作

ら
れ

た

こ
と
に
な
る
。
す

る
と
注

目
さ
れ
る

の
は
次

の
二
条

の
記
事

で
あ
る
。

「
参
内
、
内
府
被

二羹
次
ハ
淵
酔
之
餘
有
二
和
歌
之
興
ハ
余
奉

レ勅
序

、

入

レ夜
退
出
」

(『権
記
』
寛
弘
元
年
十
月
十
七
日
)

(実
成
)

「従
二
内
大
臣
御
許
ハ

右
頭

中
将
来
云

、
今

日
可

レ奉
コ
仕
羹
次

ハ
若

可

レ参
否

者
、
従
二
兼
依
可

フ参
、

即
参

入
、
事

有
様
如

二先

旦

有

二

(絹
)

御
楽

事
ハ
有

二
和
歌
ハ

賜
二
上

達
部
御
衣

、
殿
上
人

疋
見
ハ
事

了
還

(七
)

出
」

(『御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
十

月
十

六
日
)

こ
れ
に
依

り
、
内
大
臣
公
季

の
羹
次
に
奉
仕

し
た
折

に
和
歌
会
が
あ
り

、

行
成

(当
時

三
十

三
歳
)
が
序
文
を
作
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
更

に
、

後

の

『八
雲
御
抄
』

(第

二
作
法
部
)

に
、

「
宸
遊

寛

弘
元
年
十

月
密
宴

、
参

議
右
大
弁
行

成
書

レ之
、

〈于

レ

時
公
任
斉
信
俊
賢
有

国
輔
正
忠
輔
〉
」

と
あ
る

の
も
こ

の
時

の
事

と
推
定
さ
れ
る
。

序
冒
頭

の

「
長
保
寛

弘
之
問
、
四
海
静
謐
、
天
下
無
事
」
に
は
、
匡
衡

の

「長
保
寛
弘
之
政
、
擬
二延
喜

天
暦

こ

(「長
保
寛
弘
之
間
天
下
幸

甚
、

老
儒
不

レ堪
二
欣
感

一聊
述
二
所
懐
一
」
『江
吏
部
集
』
巻
中
)
と

い
う
同
じ
時

代
認
識
も
喚
起
さ
れ
、
後

の
藤
原
明
衡

(「申

二
一
階

一状
」

『続
文
粋
』
巻

四
三



『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

六
)

や
大
江
匡
房

(『続
本
朝
往
生
伝
』
)
に
よ

っ
て
、
文
華

の
興
隆

と
人

材

の
輩
出

に
お

い
て
理
想
的
な
御
代
で
あ

っ
た
と
回
顧
さ
れ
る

一
条
帝
世

讚
美

と
も
関
わ
り
が
あ
ろ
う
か
。

2

(作
者
)
大
江
匡
房

(
δ
四
一ー

=
二
)(他

出
)
本
朝
文
集

(巻

五
一
一)

匡
房
は
成
衡

の
子
、
挙
周

の
孫
。
権

中
納
言

・
大
宰
権
帥
を

へ
て
大
蔵

卿
で
薨
ず
。
彼
が

「左

中
弁
」
で
あ

っ
た
の
は
、
永
保
元
年

(
δ
人
一)
八

月
よ
り
応
徳
元
年

(
δ
八
四
。
永
保

四
年

二
月
改
元
)
六
月
迄

の
こ
と

で
あ

る
か
ら
、
永
保
二
ー
四
年

の
い
ず
れ

か
の
年

に
な

る
。
そ

こ
で
序
文
冒
頭

の

「
建
寅
之
月
、
甲
子
之
朝
」

(「正
月
甲
子

の
日
の
朝
」

の
意
)
に
注
目

す
る
と
、
前
掲

三
ケ
年

の
う
ち

、
正
月

に
甲
子

の
日
が
あ
る

の
は
永
保
四

年

(正
月
二
十

四
日
)

の
み
で
、
こ
の
時

の
作

か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

3

(作

者

)

藤

原
有

俊

(
一〇
三
了

一
一〇
二
)(他

出
)
本
朝
文
集

(
巻
五
〇
)

有

俊
は
文

章
博

士

・
式
部
大

輔
実
綱

の
子
、
資
業

の
孫

。
天
喜

四
年

(
一〇五
四)
穀

倉
院
学
問
料

を
給

せ
ら
れ
、
康

平

二
年

(
δ
五
九
。
当
時

は
学

生
蔭
孫
正
六
位
上
)

に
、
匡
房

・
行
家
献
策

の
後
欠
員
と
な

っ
た
文
章
得

業
生

に
推
さ
れ

て
い
る

(『朝
野
群
載
』
巻

一
三
)
。
そ
し
て
、
同
四
年
十

四
四

一
月

に
は

(当
時
は
文
章
得
業

生
正

六
位
上
行
丹
後
掾
)
献
策
を
控
え
、

敦
基
を
文

章
得
業
生

に
推
す
奏

状

(
『朝

野
群
載
』
巻

=
二
)

に
名
を

列

ね
、
同
七
年
九

月
に
は
本
書
所
収

「
翫
菊

和
歌
序
」

(
12
番
)
を
記

し
て

「
左
衛

門
少
尉
」

の
職
に
在

っ
た

こ
と
が

知
ら
れ

る
。
本
序

の
職
名

に

「
蔵
人
左
衛
門
少
尉
」

と
あ

る
の
で
同
じ
頃
と
予
想
さ
れ
る
が
、
本
文

の

初
め
に

「節
当

二梅
夏
之
有
閏

こ

と
あ
る

の
に
注
目
す
れ
ば

、
更
に
閏

五

月

と
判

明
。
有

俊

の
生

涯

で
、
閏

五
月

が
存

在

す

る

の
は
寛

徳

二
年

(
δ
四
五
)
と
康
平
七
年

(
δ
六
四
)

の
み
で
あ
る
か
ら
、
康
平

七
年

閏

五
月

作
と

い
う
こ
と
に
な

る

(即
ち

12
番
と
同
年

の
作
で
あ
る
)
。

4

(作
者
)
藤

原
実
兼

(δ
会
ー

≡

二
)

(他
出
)
扶
桑
古
文
集

・
本
朝
文
集

(巻

五

一
)

実

兼
は
大

学
頭
季

綱

二
男
、
信
西

(藤

原
通
憲
)

の
父
。
「
頗
有

二
才

智
一」

り
、

「才
芸
超
二
年
歯

一」
ゆ
と
称
さ
れ
る
も
、
天
永

三
年

四
月
三

日

二
十

八
歳

で
夭
逝

(当
時

一
萬
蔵
人
)
し
て
し
ま

っ
た

(『殿
暦
』
は
殺
害

説
も
記
す
)
。
康
和

五
年

(
=
〇
三
)
十
二
月
に
東
宮
昇
殿

(当
時
文
章
生
)
、

天
仁

元
年

(
=
〇
八
)
十

二
月
蔵

人
と
な

っ
た

(以
上

『
中
右

記
』
)
。
「
賀

州
司
馬
」

の
職
名
は
文
章
生
外
国
に
依

る
加
賀
掾
任
官
を
指
す
と
思
わ
れ
、

本

作

は

蔵

人

任

官

以

前

の
康

和
末

年

か
、
長

治

(=
〇
四
-

五
)

嘉

承

(=
〇
六-

七
)
年
間
頃

の
作
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。



〈校
異
〉
青
囲
-

青
衛

(扶
桑
)

和
歌
題
目
-

倭
歌
題
目

(扶
桑
)

5

(作
者
)
藤

原
宗
兼

(他
出
)
扶
桑
古
文
集

・
本
朝
文
集

(巻
五
五
)

宗
兼

に

つ
い
て
は
同
時
代

の
二
人
物
が
浮
上
す

る
。
即
ち
、
近
江
守
隆

宗

(
δ
四
五ー

二
〇
二)

の
息

で
、
少
納
言

・
修
理
大
夫

・
従

四
位
上
に
至
り
、

永
治
元
年

(
一
西
一)

に
出
家
し
た

『千
載
集
』
歌
人

。
そ
れ
か
ら
、
文
章

博
士

・
大
学
頭
敦
宗

(
δ
四
ニー

一
=
一)

の
息

で
、
文
章
生
出
身
、
穀
倉
院

学
問
料

を
給

付

(康
和
元
年

〈
δ
九
九
〉)

さ
れ
、
院

・
東
宮

の
蔵

人
を

へ

て
近
江
守

・
和
泉
守
を

つ
と
め
正
五
位

下
に
至

っ
た
人
物

で
あ

る
。

こ
の

二
人

に
つ
い
て
、
後
藤
昭
雄
氏
は
、

『中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』

(巻

五
、

七

、
十
)

や

『和
漢
兼
作
集
』

(巻
四
)

の
詩
句

の
作
者

を
前
者

に
、
『続

千
字
文
』

の
末
尾

に
見
え
る

「泉
州
史
藤
原
宗
兼
」
を
後

者
に
比
定

し
て

お
ら
な

解

本
序

は
い
ず
れ

の
人
物
か
明
確
に
し
難

い
が
前
者

か
・
題
中

の
鳥

羽
院

は
離
宮

の
鳥
羽
殿

で
、
白
河
天
皇
退
位
後
に
そ

の
後

院
と
し
て

(3
)

応
徳

三
年

(
δ
八六
)

に
献

じ
ら
れ
た

こ
と

に
始
ま
る
。
私
家
集
に
ほ
ぼ

同

題
が
見
え

る
が
作
時

は
異

な
る
よ
う
だ
。

〈校
異
〉
和
歌
ー

和
歌

一
首
并
序

(扶
桑
)

藤
宗
兼
-

藤
原

宗
兼

(扶
桑
)

之
翅
-

之
翅
者
歟

(扶
桑
)

請
任
-

請

課

(扶
桑
)

詞
云
-

詞
日

(扶
桑
)

『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

6

(作
者
)
藤
原
令
明

(
δ
七
四1

=
四
三)

(他
出
)
扶

桑
古
文
集

令

明
は
式
部
大
輔

・
文
章
博
士
敦
基

の
子
、
文
章
博
士
茂
明

の
同
母
兄
。

令
明

が

「文
章
得
業
生
」

に
な

っ
た

の
は
康

和
四
年

(
=
〇
二)
十

二
月
廿

人

日

の

こ
と

で
、
長

治

三
年

(
=
〇
六
)

一
月

十

九

日

に

は
献

策

す

る

(
『中
右
記
』
)
か
ら
、
本
序

の
作
時

は
康
和
五
年

ー
長
治

二
年

の
い
ず
れ

か

の
三
月

の
作

と
い
う

こ
と
に
な

る
。

、

、

令

〈校
異
〉
文
章
得
業
生
-

文
章
得
業
士

(扶
桑
)

藤
原
金
明
ミ

ー

藤
原
令
明

(扶
桑
)

時
暮
ー

将
暮

(扶
桑
)

早
遷
歟

-

早
遷
者
歟

(扶
桑
)

7

(作
者
)
藤
原
明
衡

(27
番
参

照
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(巻

四
八
)
作
時
未
詳

8

(作
者
)
黒
主
玄
孫
赤
丸

(
藤
原
実
兼

。
4
番
参
照

)

(他
出
)
扶
桑
古

文
集

・
本
朝
文
集

(巻

五

一
)

末
尾

に
記
さ
れ
る
通
り
長
治
二
年

(
二
〇
五)

三
月

四
日
の
作
。
実
兼
は

当
時

二
十

一
歳

(文
章
生
)
。
「
左
監
門
藤
次

将
」
は
左
衛

門
佐
藤
原
某

で
、

「青

囲
」

(囲
は
聞

に
も
作

る
)

は
青

宮

に
同

じ
く
東
宮

を
表
わ
す
。

こ

こ
で
は
、
当
時

「正

五
位
上
左
少
弁
左

衛
門
権
佐
春
宮
大
進
播
磨
介
」

で

あ

っ
た
藤

原
顕
隆

(
δ
七
ニ
ー

一三
九
)
を
指
す

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

〈校
異
〉
青
囲
-

青
囲
の
左
に

「宮
名
」
と
小
書

(扶
桑
)

赤

四
五



『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

丸
-

赤
丸
上
実
無
作

(扶
桑
)

柿
本
i

柿
下

(扶
桑
)

寸

、

ナ
陰
ー

寸
陰

(扶
桑
)

≧

9

(作
者
)

藤
原
敦
基

(
一〇
四六
1

=
〇
六
)

(他
出
)
扶
桑
古
文
集

・
本
朝
文
集

(
巻
五

一
)

敦
基

は
、
文
章
博
士

・
大
学
頭
明
衡

の
子

で
、
式
部
大
輔

・
右
京
大
夫

敦
光

(
δ
六
三
-

二
四
四)

の
兄
。
作
時
は

『扶
桑
古
文
集
』

の
本
文

冒
頭
に

「寛
治

元
年

」

(
δ
八
七
)
と
付
記

さ
れ
て

い
る
の
に
従
う
。
但

し
、
本
書

が
敦
基

を

「
左
京
権
大
夫
」

と
し

て
い
る

の
は
誤
り
で
、

『中
右
記
』

や

『朝

野
群
載
』

(巻
五

・
朝
儀

下

・
蔵

人
所

・
補
御
所

人
事

)

で
検

し
て

も

「右
京
権
大
夫
」
と
あ
る

の
が
正
し

い
。
文
中

の

「大

王
」

は
親
王
を

指
す
。
後
三
条
院
第
三
皇
子

の
輔
仁

(
一〇
七
三1

=
一九
)
で
あ

ろ
う

か
。
白

河
帝

(輔
仁

の
異
母
兄
)
と
不
仲
で
あ

っ
た
為

、
東
宮
実
仁

(後
三
条
院

第

二
皇
子
)
薨
去
後
も
彼
は
皇
太
子
に
な
れ
ず

、
白

河
帝

は
後

三
条
院

の

遺
言
に
背

い
て
、
応

徳
三
年

(
一〇
八
六)
十

一
月
自
分

の
第

二
皇
子
善
仁
を

皇
太
子
に
立
て
即
日
譲
位
し
た
。
本
作

は
そ
う

し
た
年

の
明
け
た

二
月
末

頃

の
作
か
。

〈校
異
〉
左
京
権
-

右
京
権

(扶
桑
)

富
春
風
-

留
春
風

(扶

桑
)

陵
雲
之
l
l
凌
雲
之

(扶
桑
)

平
砂
為
岩
之
頌
ー

平

、

、

頌

、

、

沙
為
巌
之
碩

(扶
桑
)

三
千
年
之
寿
-

三
千
年
之
春

(扶
桑
)

≧

四
六

将
慣
ー

慣

(扶
桑
)

10

(作
者
)
菅
原
在
良

(
δ
四
一-

一
一三
)

(他
出
)
扶
桑
古
文
集

・
本
朝
文
集

(巻

五
四
)

在
良

は
大

学
頭
定
義

の
子
、
上
総
介
孝
標

の
孫

。
『扶
桑
古

文
集
』

に

依

る
と

「学
生
菅
原
在
良
」
と
記
さ
れ
る
。
彼

が
何
時
大
学
に
入
学
し
た

か
は
未
詳
。
康
平
四
年

(
一〇
六
一)

三
月

の

「賦

一曲
江
花
勧
7
酔
詩
」

(
『中

右
記

部
類
巻
第

十
紙

背
漢
詩
』
)
、
そ

の
前
年

の

「
春

日
世
尊
寺

即
事
」

(同
上
)
に
も
身
分
を
徴
す
る
も

の
が
見
え
な

い

(或
は
大
学
学
生
か
)
。

承
保
元
年

(
δ
七
四
)
十

一
月
に
対
策

(『除
目
大
成
抄
』
)
す
る
以
前
は
文

章
得
業
生

で
あ

っ
た

(『
卅
五
文
集
』
「
秋
夜
於
二
源

亜
将
文
亭

一詠

一[終
夜

聞
フ
虫
和
歌

一
首
」)

が
、
そ
れ
に
補

せ
ら
れ
た
時
期
も
わ
か
ら
な

い
。
延

久

(
δ
六
九
-
七
三
)
を

遡
り
、
治

暦
年
間

(δ
六
五
-

人)
末

に
遡
る
可
能
性

も
あ
り
、
更
に
文
章
生
挙

に
よ
る
得
業
生
と
す
る
と
文
章
生
と
し
て
の
歳

月
も
加
味
さ
れ
ね
ば

な
ら
な

い
の
で
、
全
く

の
臆
測
に
過
ぎ

な
い
が
、
治

暦
年

間
初

め
に
は
文
章
生

で
、
学
生

で
あ

っ
た

の
は
治
暦
初
年
以
前

(在

良

二
十

代
中
頃

以
前
?
)

で
は
あ

る
ま

い
か
。

猶
、
文

中

の

「
李
部
大

王
」

(式
部
卿
宮
)

に

つ
い
て
は
、
福
井
迪
子

氏
が
敦
賢
親
王

(δ
三
九
1

(
4
)

δ
七
七
)
を

充

て

て
お

ら

れ

る
。
福

井

氏

が
指

摘

さ

れ

る
よ

う

に
、
題

「臨

レ
暁
聞

レ鹿
」
は
そ

の
序
文

の
内
容

に
徴

し
て
も

、
「臨

レ
暁
聞

レ虫
」



が
正

し
い
。
そ
し

て

『在
良
朝

臣
集
』

(
一
六
)

に
も
、

「秋
夜

陪
二
吏
部

大
王
文
亭

一詠

二
臨

レ暁
聞

フ虫
」

と
題
し
、

「か
た

し
き
の
ね
ざ
め

の
と

こ

の
む
し

の
ね
は
あ
は
れ
身

に
し
む
も

の
に
そ
あ

り
け
る
」

の
当

日
の
和
歌

が
収
め
ら
れ
て

い
る
。

〈校
異
〉
李
部
大
王
-

吏
部
大
王

(扶
桑
)

臨
暁
聞
鹿
i

臨

暁
聞
虫

(扶
桑
)

菅
在
良
i

学
生
菅
原
在
良

(扶
桑
)

陪

松
容
-

侍
松
容

(扶
桑
)

詠
和
歌
i

詠
倭
言

(扶
桑
)

其
時
也
-

時
也

(扶
桑
)

疑
織
i

頻
織

(扶
桑
)

難
禁

之
也
-

難
禁
者
也

(扶
桑
)

11

(作
者
)
藤
原
広
業

(九
七
六-

一〇二
八
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(
巻
四
五
)

広
業
は
参
議

・
勘
解
由
長
官
有

国

の
子
、
日
野
三
位
資
業

の
兄
、
文
章

博
士

・
式
部
権
大
輔
家
経

の
父
。
冒
頭
に
記
さ
れ
る
よ
う

に
、
作
時
は
寛

仁
五
年

(
δ
三
)
正
月
三
日
。

『小
右

記
』

(治
安

元
年

正
月

四
日
条
)

の

次

の
記
事

(波
線
部
)
と
関
わ
る
も

の
と
考
え

ら
れ
る
。

「
昨
日
左
金
吾
頼
宗
已
下
卿
相
会

二左
大
将
教

通
許
ハ
大
納
言
公
任
出

居
、
盃
酒
数
巡
後
参

内
、
先

レ是
中
宮
大
夫
斉
信
権
大
納
言
行
成
参
入
、

(彰
子
)

主
上
拝
コ
覲

母
后

《
亦
皇

太
子
同

覲
、
事
訖

関
白

諸
卿
参

二皇

太
后

(頭
者
)

宮
ハ
酒
酣
和
歌
、
有
二
纒

口
口
幻

」

猶
、
序
中

の

「
長
秋
宮
」
と
は
、
皇

太
后
宮

妍
子
を
指
す

。
広
業

は
当
時

『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚

書

正
四
位
上
参
議
式
部
大
輔

で
四
十

五
歳

で
あ

っ
た
。

12

(作
者

)
藤
原
有
俊

(3
番
参
照
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(
巻
五
〇
)

冒
頭
に
記
さ
れ
る
通

り
康
平
七
年

(
δ
六
四
)
九
月
某
日

(下
旬
か
)

の

作
。
「
長
秋

之
宮
囲
」

と
あ

る
の
は
、
後
冷
泉
皇
后
藤
原
寛
子

(頼
通
女

。

永
承
五
年
十
二
月
入
内

し
女
御
)

の
居
宅
を
指
す

で
あ
ろ
う
。

13

(作
者

)
菅
原
在
良

(10
番
参
照
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(
巻
五
四
)

冒
頭
に
記
す
通
り
承
保

二
年

(
一〇
七
五
)
正
月
七
日

の
作
。
前
年
十

一
月

に
対
策

(
10
番
参

照
)

し
て
及
第
。

こ
の
序
を
作
し
た
後

の

一
月
中

に
は

式
部
少
丞

(
『除
目
大
成
抄
』
)

に
任
ぜ
ら
れ
て

い
る
。
「
野
宮
」

(紫

野
院

と
も
呼
ば

れ
る
)

は
、
こ
こ
で
は
賀
茂
斎
院
が
ト
定
さ
れ
、

一
年

臨
潔
斎

の
為

に
こ
も

る
仮

宮

の
こ
と
。
承
保

元
年

に
斎

子
女
王

(小

一
条
院

五

女
)
が
ト
定

さ
れ
こ
も

っ
て
お
ら
れ
る
頃

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

14

(作
者

)
尚
書

某

(他
出
)
含
英
集
抜
萃

・
本
朝
文
集

(
巻
三
九
)

文
中

に

「貞
元

元
年

(九
七
六)
冬
十

月
庚
申
夜
」

と
見

え
る

の
が
作
時

で
、
庚
申
は
十
月
二
十
七

日
に
な

る
。

「野
宮
」
「
伊
州
公
主
」
と
あ

る
の

で
、
斎
宮
規
子
内
親
王

(天
延

二
年

〈九
七
五
〉
卜
定
。
貞
元
元
年
九

月

二
十

一
日
野
宮

に
入
る
)

の
斎
室

で
の
作

。
と
こ
ろ

で
、

『源
順
集
』

に

依
れ
ぼ

順
に
よ

っ
て
仮
名

の
和
歌
序

(当
日

の
題
は

「
松
声

入
二夜
琴

一
」

で
、
李
轎

「
風
」
詩
中

の
句
)
が
作
ら
れ

て
お
り
、
他
に
斎
宮
女
御

や
平

四
七



『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

兼

盛
ら

の
和

歌
も
知

ら
れ
て
い
る
が

、
「翫

二初
雪

一」
題

の
こ
と
は
未
詳
。

『本
朝

文
集
』

は
作
者
を
菅

原
資
忠

(九
三
六
-
九
八
七
。
当
時
は
勘
解
由
次
官

か
内
記
職

に
在

っ
た
か
)
に
当

て
る
が
、
「尚

書
」

の
表
記

か
ら
す
れ
ば

気

に
な

る
と
こ
ろ
。
「
尚
書
」
を
弁
官

と
し

て
探
れ
ば

、
権
左

中
弁

(東

宮
学
士

・
文
章

博
士
)
菅
原
輔

正

(九
二
五
1

δ
〇
九
)
あ
た
り

の
方
が

ふ
さ

わ
し

い
か

(猶
未
詳
)
。

〈校
異
〉
書
室
也
ー

斎
室
也

(含
英
)

和
漢
之
風
詞
-

和
歌

之
風
詞

(含
英
)

幽
賛
-

出
賛

(含
英
)

釣
於
i

釣
出

(含
英
)

15

(作
者
)
藤
原
実
光

(
δ
六
↑

=
四
七)(他

出
)
本
朝
文
集

(巻

五
九

)

実
光
は
右
中
弁
有
信

の
子
で
、
弟

に
宗
光

、
子

に
日
野
民
部
卿
資
長
が

お
り
、
権
中
納
言
に
至

っ
た
。
作
時

を
小
書

さ
れ
て
い
る
よ
う

に
永
久
三

年

(
一
二
五
)

六
月

二
十

七

日
と
考

え

て
良

い
と
す

れ
ば

、

『殿
暦
』

に

(忠
実
)

「今

日
内
府
於

二
東
三
条
ハ
有

二
作
文
和
歌
事

一
云
々
、

余
不

レ向
、
上
達

殿
上
有
二
其
数

一云

々
」
と
見
え
る
会
に
照
応

。
文

中

の

「内
相
府
」
は
内

大
臣
藤
原
忠
通

(当
時
十
九
歳
。
こ

の
正
月
二
十
九

日
に
権
中
納
言
か
ら

権
大
納

言

へ
、
四
月

に
は
更

に
内
大
臣

と
な

っ
た
)
。
作

者
実

光
は
当
時

四
十

七
歳

で
正

五
位

下
右
少

弁

(他

に
防
鴨

河
使

・
左
衛

門
権
佐

も
兼

四
人

務
)
で
、
左
少
弁

に
転

じ
た

の
は
こ

の
会

の
後

の
八
月
十

三
日
の
こ
と
。

16

・
17

共

に
作
者
作
時
未
詳

18

(作
者
)
藤

原
兼
衡

(?
1

一〇
六
一-

二
〇
八1

?
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(巻

五
〇
)

兼

衡
は
粟

田
左
大

臣
在
衡

の
子
孫

で
、
筑

前
守
為

道

の
子

。
従

四
位

下

・
大

内
記

・
式
部

少
輔

と

な

っ
た
。

『中

右
記

部
類

紙
背

漢

詩
』

の

「
曲
江
花
初
酔
」
詩

(康
平

四
年

〈
δ
六
一〉
)

や

「菊
花
為

二
上
薬

一」
詩

(承
暦

三
年

〈
δ
七
九
〉
)

の
頃
は
ま
だ
学
生
で
、
康
和

元
年

(
δ
究
)

に
は

既
に
大
内
記

で
あ
る
。
「
阿
波
権
守
」

で
あ

っ
た
時
期

は
未
詳
。
但

し
、

本
文
中
に

「左
金
吾
源
納
言
」

と
あ
る

の
に
依
れ
ば

、
左
衛

門
督

の
源
氏

に
し
て
納
言
職

に
在

る
者

と
い
う

こ
と
に
な
り
、
少
し
広

め
に
と

っ
て
も

次

の
三
者
に
絞
れ

る
か
と
思
う
。

源
師
忠

承
暦

四
年

(
δ
人
O
)
人
月
i

応
徳
三
年

(
一〇
八
六)
十

一
月

源
家
賢

寛
治

五
年

(
δ
九
一)
正
月
-

嘉
保
二
年

(
δ
歪
)
八
月

源
雅
俊

康
和

二
年

(
=
O
O
)
七
月
-

天
永
二
年

(
一
≡

)
正
月

最
も
可
能
性
の
高

い
の
は
雅
俊

か
。

19

(作
者

)
藤
原
敦
光

(
δ
六
三
ー

コ
四
四
)

(他
出
)
柿
本
影

供
記

・
古
今
著
聞
集

(巻

五

・
和
歌
第
六

「修

理

大
夫
顕
季
六
条
東

の
洞
院

に
て
人

麿
影
供
を
行

ふ
事
」
)
・



本
朝
文
集

(巻
五
六
)

敦
光

は
文
章

博
士

明
衡

の
子
で
、
敦
基

の
弟

。
文

章
博
士

・
式

部
大

輔

.
右
京
大
夫
な
ど

の
職
に
就

い
た
。
本
書

は
作
時
を
小
書

で

「元
永
六

1

」
と
記
す

が

「
元
永
元
年
」

(
一
=
人)

の
誤
り

で
、
そ

の
六
月
十

六
日

の
作
。
題
中

の

「
三
品
将
作
大
匠
」

は
正

三
位
修

理
大
夫

で
あ

っ
た
藤
原

顕

季

(
δ
五
五-

一
三
三)

で
、
彼

の
行

っ
た
名
高

い
人
麿
影
供

の
時

の
和
歌

序

で
あ

る

(同
時

の
敦
光

「人
麿
画
讚
」
は

53
番
参
照
)
。

〈校
異
〉
倭
歌
為
本
-

和
歌
為
本

(影
供

・
著
聞
)

凝
詞
露

i

疑
詞
露

(影
供
)

草
虫
之
逸
興
-

艸
虫
之
逸
韻

(影
供
)

香
衫
細
男
-

香
衫
細
馬

(影
供

・
著
聞
)

亦
是

一
揆
i

只

是

一
揆

(影
供

・
著
聞
)

波
烟
漸
暗
ー

渚
煙
漸
暗

(影
供

・

著
聞
)

松
標
動
-

杉
標
動

(影
供

・
著
聞
)

聊
以
詠
歌

ー

聊
而
詠
吟

(影
供

・著
聞
)

20

(作
者
)
菅
原
在

良

(10
番
参

照
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(巻

五
四
)

在
良
が

「式

部
少

丞
」
に
な

っ
た
の
は
承
保

二
年

(
δ
七
五
)
正
月
。
そ

し
て
、
式

部
少
輔

に
進

ん
だ

の
が
承
暦
元
年

(
一〇
七
七
)
閏
十
二
月

の
こ
と

で
あ

る
か
ら
、
本
序

は
承
保

二
ー
四
年

の
い
ず
れ
か

の
夏

の
作

(福
井
迪

子
氏
は

二
年
頃

の
こ
と
か
と
す
る
)
。
文

中

の

「右

武
衛
将
軍
」

は
右
兵

衛
佐

の
こ
と
。

『水
左
記
』
あ

た
り
に

は
藤
原

長
兼

(承
暦
元
年
九
月

二

『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

十
三

日
条
に

「前

兵
衛
佐

」)
。
同
長
忠

(同
年
十

二
月

一
日
条
に

「右

兵

衛
佐
」
現
任
)

の
名

が
見
え

る
も
未
詳
。
猶
、
承
保
三
年
十

一
月
十

四
日

に
、
在
良
は
前
右
衛
門
佐
源
経
仲
家
歌
合
に
出
席

(「式

部
丞
」
と
記
す
)

し
て

い
る
こ
と
が
わ

か

っ
て
い
る
。

21

(作
者
)
藤

原
兼
衡

(18
番
参
照
)

(他
出
)
本
朝

文
集

(巻

五
〇
)

兼
衡

の
作
時

の
身
分
が
記
さ
れ
ず
、
他
に
作

時
を

詮
索
す

る
材
料
が
な

い
。
「
下
州
前
刺
史
」

は
前

に
下
野

(或

は
下
総
)
守

で
あ

っ
た
者

だ
が

未
詳

。
猶
、
同
時
代

の
歌
題
と
し
て
、
「凌
露
尋
花
」

は

『経
衡
集
」

(七

三
番
)

に
、

「
田
家
秋

風
」

は

『後
拾

遺
集
』

(三
六
九

番

・
源
頼

家
)

『金
葉
集
』

(
一
七
三
番

・
源
経
信
)
な

ど
に
見
え

る

(瞿
麦
会
編

『平

安
和
歌
歌

題
索

引
』

一
九
八
六
年
)
。
頼
家

・
経
信

の
作
は
共

に
源
師
賢

(
一〇
三
五-

一〇
八
一)

の
梅
津

の
山

荘
で

の
作
と
知

ら
れ

る
点
は
注
目
さ
れ

る

が
、
本
序

と

の
関
係
未
詳

。

22

(作
者
)
藤

原
親
長

(?
1

一〇
七
五
ー

一〇
九
六ー

?
)

親

長
は
、
承
保

二
年

(δ
七
五
)
八
月
に
擬
文
章

生
試

を
受

け
、
翌
年

二

月

の
釈

奚

の

「比
二
徳
於
玉

一」
詩
序
作
者

で
あ

る

「
文
章

生
藤
親
長
」
、

『中
右
記
部
類
巻
七
紙
背
漢
詩
』
所
収

の
嘉
保

三
年

(
一〇九
六
)

「落
花
浮
二

酒
盃

こ

詩

群
に
見
え

る

「宮
内
少

丞
藤
原
親
長
」

と
同

一
人
物
で
、
恐

ら
く
従
五
位
上
出
羽
守
明
通

の
子
、
有
忠

(?
1

二
〇
二
)

の
弟
に
当
た
る

四
九



『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

(
5
)

者

(弾
正

忠
)

と
思
わ
れ

、

『詩
序
集
』

に
も
作
品

を
残

し

て
い
る
。
文

中

の

「源

亜
将
」
は
近
衛
少
将

(或
は
、
中
将
)
源
某
で
、
或

は

「秋
夜

於

二源

亜
将
文
亭

一詠
二
終
夜
聞
フ
虫
和
歌
」

(文
章
得
業
生
菅
原
在
良

。

『三

十
五
文
集
』
)

と
見
え

る

の
に
同

一
人
物

か
。
と
す
れ
ば
、
源
隆
綱

.
師

忠

・
俊
明

・
雅
実

・
家
賢

・
俊
実

ら
の
名
も
挙
げ
ら
れ
る
が
未
詳
。

23

(作
者
)
藤
原
敦

基

(9
番
参

照
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(巻

五

一
)

敦
基
が

「少
内

記
」
で
あ

っ
た

の
は
、
「延

久
三

式
部
大
丞
藤

敦
基

〈本
少
内
記

課
試
労
〉
」

(『除
目
大
成

抄
』
巻
八
)

に
依

っ
て
延

久
三
年

(
一〇
七
一)
以
前

で
あ
る

こ
と

は
疑
え

な

い
。
大
曽
根
章
介
博

士
に
依
れ
ぼ

「少
外
記
敦
基
」

(
『帥
記
』
治
暦
四
年

〈
一
〇
六
人
〉
十

月
二
日
条
)

と

(6
)

は
課
試
及
第

に
よ

る
任
官
と

い
う
。
す
る
と
こ

の
足
掛
四
年

間
に

「少
外

記
↓
少
内
記
↓
式
部
大
丞
」
を
歴

し
た

こ
と
に
な
る

(少
外
記
を
少
内

記

の
誤
写
と

は
今

は
考

え
な

い
)
。
更

に
や
や
絞

っ
て
冬

の
庚
申

の
日
で
あ

る
こ
と
を
ふ
ま
え

る
と
、
延
久
元
年

の
十
月

二
十
七
日
と
十

一
月
二
十
八

日
、
翌
二
年

の
十

月
三
日
と
十

二
月

四
日
あ
た
り

の
い
ず
れ
か

の
日

の
作

で
は
な
か
ろ
う
か
。

24

(作
者
)
藤
原
兼
衡

(
18
番
参

照
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(巻

五
〇

)

冒
頭

に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
嘉
保
二
年

(
6
九
五
)
三
月
六

日
、
双
輪
寺

に
お
け
る
法
華
経
会

の
後

に
催
さ
れ
た
和
歌
会

の
序
。
「
経
コ
行
林
中

一」

五
〇

の
題

は

『法
華
経
』

序
品
に

「経
コ
行
林

中
ハ
勤

コ
求
仏
道

一」

と
あ
る
に

依

る
。
猶
、

こ
の
題
は
、
更
に
後

の
永
久

四
年

(≡

六
)
十
月
に
六
波
羅

蜜
寺

で
行
わ
れ
た
勧
学
会

の
詩
題
に
も

な

っ
て
い
る
。
文
中

の

「
門
下
録

事
」

は
大
外
記

か
少
外
記
、
「
尚
書
都
事

」
は
大
史
を
指
す
。

『中
右
記
』

を
参

考
に
候
補
を
拾

っ
て
み
る
と
、
清
原
定
俊

(大
外

記
)
・
大
江
通
景

(少

外

記
)
・
惟
宗
広

忠

(同
上
)
・
小
槻
祐

俊

(大
夫
史
)
.
惟
宗

盛
忠

(右
大
史
)
・
中

原
成
俊

(右
大
史
)
ら

の
名
を
挙
げ
ら
れ
る
が
猶
未
詳

。

25

(作
者

)
藤
原
明
衡

(27
番
参
照
)

?

(他
出
)
本
朝
文
集

(巻

四
八
)
作
時
未
詳

26

(作
者
)
藤
原
行
家

(
一〇
二朮
1

=
〇
六
)(他

出
)
本
朝
文
集

(巻

五
四
)

行
家

は
、
文
章
博
士

・
式
部
大

輔
を
経

て
参
議

と
な

っ
た
広
業

の
孫
、

文
章
博
士

や
式
部
権
大
輔
を

つ
と
め
た
家
経

の
子
で
、
右
大
弁
正
家

の
弟

で
あ

る
。
彼

の
若
年

の
頃

の
履

歴
は
よ
く

わ
か
ら

な

い
が
、
康
平

四
年

(
一〇
六
一)

三
月

三
日
の
藤
原
明
衡
邸

「
曲
江
花
勧

レ酔

」
詩
会

で
は

「前
文

章
得
業

生
」

(
『中
右
記

部
類
巻

十
紙
背

漢
詩
集
』
)

と
あ
り

、

『尊
卑

分

脈
』
に
依
れ
ば

、
前
年

四
月

に
対
策

し
て
い
る
由
で
あ
る
。
更

に
早
く

は
、

天
喜
二
年

(
δ
五
四)
十

一
月
に
勧
学
院
学
問
料
を
申
請

(当
時
蔭

子
正
六

位
上

。
『朝
野
群

載
』
巻

=
二
)
し

て
い
る
の
も

知
ら
れ
る
。
本
序

に
記



さ
れ
る

「
学
生
」
は
、
文
章
得
業

生
や
文
章

生
に
な
る
以
前

の
こ
と

で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
冒
頭

の

「
五
年
秋

八
月
」
と
あ

る
の
も
勘
案
す
れ
ば
、
永

承
五
年

(
一〇
五
〇
)

の
作
で
は
あ
る
ま
い
か
。

27

(作

者
)
藤
原
明
衡

(九
八
九
?
i

一〇
六
六)

(他
出
)
本
朝
文
集

(巻

四
八
)

明
衡

は
、
山
城
守

敦
信

の
子
。
子

に
敦

基

・
敦
光
が

い
る
。
『本
朝

文

集
』

の
題
は

「答

二
送

レ行

作

一
序
」
。
冒

頭

に

「
予
従

二
春
宮

一乎

拝
二
罍云

州

一」
と
あ
る

の
が
作
時

推
定

の
手
掛

と
な
る
か
。
彼
は
永
承

四
ー
五
年

(7

)

(
δ
四
九
～

一〇
五
〇
)
頃

に

「正

五
位
下
出
雲

守
」
で
あ

っ
た
。
当
時

の
春
宮

は
尊
仁
親
王

(寛
徳

二
年

〈
δ
四
五
〉
正
月
皇
太
子
。
治
暦
四
年

〈
一〇
六
人
〉

受
禅

。
後

三
条

天
皇
)

で
、
そ

の
蔵
人
か
ら
出
雲
守
に
な

っ
た
頃
だ
か
ら
、

先

の
永
承

四
年

か
そ
れ
を
少

し
遡
る
時
期

の
作
と
言
え
よ
う
か
。
猶
、
文

中

の

「加
賀
員
外
刺
史
」
即
ち
加
賀
権
守
な
る
人
物
名

未
詳

(擬
作

の
類

で
は
な

い
と
し
て
)
。

28

(作
者
)
大
江
匡
衡

(九
五
二ー

一〇
三
)

(他
出
)
江
吏
部
集

(
巻
中
)
・
本
朝

文
集

(巻

四
三
)

匡
衡
は
、
中
納
言
維
時

の
孫
、
右
京
大
夫

重
光

の
子
。
妻
赤
染
衛
門
と

の
間

に
文
章
博
士
や
式
部
大
輔
を

つ
と
め
た
挙
周

が
い
る
。
文
冒
頭

に
、

正
月
尾
張

守
と
な
り

(『続
文
粋
』
巻

六
所
収

の
大
治

五
年

正
月
付

の
敦

『本
朝
小
序
集

』
研
究
覚
書

光

「
申
二
紀
伊
守

一
状
」
に
も
記
さ
る
)
、

三
月

に
は
文
章
博
士
と
な

っ
た

(
8
)

と
記
す
が
、
通
説

に
従
え
ば
寛
弘
六
年

(
δ
〇
九
)

の
こ
と
と
さ
れ
る
。
但

し
、

『文
粋
』

(巻
六
所
収

の

「
申
二
美
濃
守

一状
」
寛
弘

六
年
正
月
十

五
日

付
)

に
既

に

「正
四
位

下
式
部
権
大
輔
兼

文
章
博

士
」

と
見
え
齟
齬
す
る

の
が
気

に
な

る
。
猶

、
文
中

の

「賀

州
源
刺

史
」
は
加

賀
守
源

兼
澄
、

「青
宮
菅
学
士
」
は
東
宮
学
士
菅
原
宣
義

で
あ
ろ
う

。

〈校
異
〉
聖
主
ー

聖
上

(江
吏
)

29

(作
者
)
藤
原
後
生

(九
〇
九-

九
七
〇
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(巻

三
六

)

後
生
は

、
式
部
大
輔
や
文
章
博
士
と
な

っ
た
文
貞

の
子

で
、
文
章
博
士

弘
道

の
父
。

『扶
桑
集
』

や

『本
朝
文
粋
』

に
名
を
列
ね

る
文
人
。

『大
日

本
史
料
』

で
は
本
作
を
康
保

二
年

(九
六五
)
十

二
月
九
日

の
こ
ど
と
し
て

掲
載
す
る
。
村
上
天
皇
四
十
算
賀

の
和
歌
詠

は
、
同
十

二
月
四
日
に
行
わ

れ
、
そ

の
時

の
序
文
も
後

生

の
作

(「奉

レ賀
二
村
上
天
皇
四
十
御
算

一和

歌

序
」

『文
粋
』
巻
十

一
)
。
本
作

は

「興
福
寺
賀
二
天
皇
四
十
御
算

一」

(
『日

本
紀
略
』
十

二
月
九

日
条
)

の
記
事

と
関

わ
り
、
「
天
暦

の
帝

四
十

に
な

り
お
は
し
ま
し
け
る
時

、
山
階
寺

に
金
泥

の
寿
命
経
四
十
巻
を
か
き
供
養

し
奉

り
て
、
御
巻
数

鶴

に
く
は
せ

て
洲
浜

に
た
て
た
り

け
り
」

(『拾
遺

集
』
巻
五

・
賀
)

な
ど
と
し
て
、
兼
盛
と
仲
算

の
和
歌
を
載
せ
て
い
る
の

も
こ

の
時

の
も

の
と
さ
れ

て
い
る
。

五

一



『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

30

筰

者
)
藤

原
斉
信

(九
六
七
-

一〇三
五
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(巻

四
五
)

斉

信
は
、
太

政
大
臣
為

光

の
子
、
大
納

言
に
至

る
。
後
掲

の
和
歌

は

『拾
遺
集
』

(巻
十

八

・
雑
賀

・
=
七
四
)

に
収
め
ら
れ
、
「
東
三
条

院

の
賀

左
大
臣

の
し
侍

り
け
る
に
、
上
達
部
か
は
ら
け
取
り

て
う
た
詠
み
侍

り
け

(9
)

る
に

右
衛
門
督
公
任
」

と
あ

る
よ
う

に
公
任
歌
。
東
三
条
院

・
女
院
と

は
皇

太
后
詮

子

(九
六
ニ
ー

δ
〇
一。
正
暦

二
年

〈九

九

一
〉
九
月
出
家
)

の

こ
と
。
詮
子
四
十
賀

は
長
保

三
年

(
δ
〇
一)
十
月
九

日
に
上
東
門
邸
で
も

行
わ
れ
る
が
、
本
作

は
こ
れ

に
先
立

つ

「左
大
臣
奉

レ賀
二
東
三
条
院
四
十

算
↓

始
修

二法
華

八
講
ハ
侍
臣
奏

レ舞
」

(『
日
本
紀
略
』
長
保
三
年
九
月
十

四
日
条
)

の
記
事

と
関
わ

る
も

の
と
考
え

ら
れ

る
。
ま

た
、
本
文

中
に

「
五
六
宝

算
」
と
あ

る

の
は

「
五
八
宝
算
」

の
誤
り

と
思
わ
れ
る
。

31

(作
者
)
源
時
綱

(?
1

δ
四
三-

一〇
八八
1

?
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(巻

四
七

)

時
綱
は
肥
後

守
信
忠

の
子
。
文

章
生

と
し
て
弓
場
殿
試
を
受

け

(長
久

四
年

〈
δ
四
三
〉
)
、
肥
後
守

・
筑
前

守
と
な
る
も

、
寛
治

二
年

(一〇
八
八
)
十

一
月
安
房

に
配
流
。
惟
宗
孝
言
や
大
江
佐
国
と
並

ぶ
文
人
だ
が

、
作
時
を

決
定

で
き
る
証
拠
が
な

い
。

32

(作
者
)
高
階
公
俊

(
一〇
三
四-

一〇
九
七
)(他

出
)
本
朝
文
集

(巻

四
七
)

五
二

公
俊

に

つ
い
て
は
次

の

『中
右
記
』

(承
徳

元
年
閏
正
月
十

六
日
条
)

の
卒
去
記
事
が
要
を
得
て

い
る
。

「今
朝
正
四
位
下
行
中
宮
亮
高

階
朝
臣
公
俊
卒
去

〈
一
昨
日
出
家
、

年
六
十
四
〉
。
故
業
敏
朝

臣
之
男
也
。
後
冷
泉
院
御
時
為
二
文
章
生
ハ

後

三
条

院
御

時
為

二
蔵

人
の

従

レ爾

以

来
為

二
故

陽
明

(門
)
院

別

当
ハ
頻
関
加

レ階
。
経
二
能
登

一
一
任
一一美
濃

一重
任

。
依

レ有

レ当

レ縁
、

補

二当
時
中
宮
亮

一也
」

作
時

に

つ
い
て
は
冒
頭

に
記
さ
れ
る
よ
う
に
治
暦

二
年

(
δ
六
六
)

三
月

五
日
。

33

(作
者
)

泗
水
沈
老
安
祐

(未
詳
)

安

祐
は
僧
名

の
よ
う

で
も
あ
る
が
、

「泗
水
沈
老
」

の
表
記
か
ら
す

る

と
、
紀
伝
道
世
界

に
生
き

る
不
遇
な
老
人
と

い
う
イ

メ
ー
ジ
。
安
祐

は
学

生

の
字
か
、
或

は
偽
名

か
、
猶
未
詳
。

34

(作
者

)
惟
宗
孝

言

(
一〇
董
-

一〇
九
七
1
?
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(
巻
四
七
)

孝
言
は
能
登
守
教
親

の
子

。
文
章
生

か
ら
大
学
頭

・
伊
賀
守
な
ど
を
歴

任

し
た
。

そ
の
彼

の
生
涯
中

、
「八
年
之
夏

、
五
月
之
候
」
と
あ

る
冒
頭

に
対

応

す

る

の

は
、
寛

治

人
年

(
δ
九
四
。
嘉

保

元
年
)
、
康

平

八
年

(一〇
六
五
。
治
暦
元
年
)
、
長
元
八
年

(
一〇三
五
)

し
か
な

い
が
、
他
に
有
力
な



手
掛
が
な

い
の
で
特
定

で
き
な

い
。

35

(作
者
)
藤
原
有
業

(?
1

≡
三
)

(他

出
)

本
朝
文
集

(巻

五
四
)

有
業
は
行
家

の
子

で
、
右
少
弁

正
五
位

下
で
物
故

。
筑
前
守

や
長
門
守

の
履
歴

は
知

ら
れ
る
が

「甲
斐
権
守
」

の
こ
と
未
詳

。
文

中

の

「訪
二
上

人
寂
寞

こ

は
瞻
西

(?
1

一
三
七
)
を
指
す

と
思
わ
れ

る
の
で
、
大

治

二

年

(
=
二
七
)
以
前

の
作

で
あ

る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

36

(作
者

)
大
江
有

元

(?
1

δ
八〇
ー

一
三
〇
1

?
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(巻

五
五

)

有

元
は
従

四
位

上
陸
奥
守
源
有
宗

の
子

で
、
大
江
匡
房

の
養
子
と
な
り
、

式

部
大
輔

・
文
章
博

士
な
ど
を
歴
任
。
文
中

に

「
顧
二
暮
齢
於
潘
岳
ハ

既

作

三

一年
之

兄
一」

と
あ

る
の
は
、
潘
岳

(二
四
七
⊥

一一〇
〇
)

の
生
涯

(五
十
四

歳
)

を
指
す

の

で
は
な
く
、
王
朝

詩
文

に
よ
く
見
受

け
ら

れ
る
よ
う

に

「秋
興
賦
」
を
意
識

し
た
も

の
と
思
わ
れ
る

の
で
、

こ
こ
で
は
三
十

四
歳

を

指

す

こ
と

に

な
ろ

う
。
有

元

の
生

没
年

は
未
詳

だ

が
、

嘉
保

元
年

(
一〇
九
四
)
十

二
月
に
秀
才

の
宣
旨
を
受

け
、
承

徳

二
年

(
6
九
人
)
に

は
献

策

し
た
か
と
思
わ
れ
る

の
で
、
康
和

(
一〇
九
九年

)
・
長
治

(
コ
〇
四)
・
嘉
承

(
=
〇
六
年
)
・
天
仁

(
一
一〇
八
年
)
と

い

っ
た
改
元

の
年

の
作

で
で
も
あ

ろ
う

か
、
猶
未
詳
。

37

(作
者
)
大
江
有
元

(36
番
参

照
)

(他
出
)

本
朝
文
集

(巻

五
五
)

『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

有
元
は
嘉
保
元
年
十
二
月
に
秀
才

(文
章
得
業
生
)
に
な

っ
て

い
る

の

で
、
そ
れ
以
前

に
称
す
る
と
す
れ
ば
文
章
生

で
あ
る
。
そ
し
て
、
承
暦
四

年

(
δ
八
〇
)
十

一
月

「池
水

隔
レ松
見
」
詩
会

(
『中
右
記
部
類
巻
第

五
紙

背
漢
詩
』
)

で
は
文
章

生
惟

宗
仲
親

の
次

、
学
生
惟
宗

広
親

の
二
人
前

に

詩
が
置
か
れ
て
い
る
。
掲
載
順

に
従
え
ば
有
元

の
後
は
平
祐
俊
で
あ

る
が
、

こ

の
頃
祐
俊

は
文
章
生

で
あ

っ
た

の
で
、
恐
ら
く
有
元
も
文
章

生
で
あ

っ

た
可
能
性

が
高

い
。
と
す
れ
ば
、
本
序

の
よ
う
に

「学

生
」

で
あ

っ
た
時

期
は
更

に
遡

る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
承
暦
年

間

(
一〇
耄
1

一〇
八
〇)
以
前

の

作

と
考
え

ら
れ
よ
う
か
。

38

(作
者
)
藤

原
友
房

(?
1

一〇
七
三i

=
〇
八1

?
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(巻

五
〇

)

友
房
は
式
部
大
輔
国
成

(或
は
そ
の
兄
弟

の
国
長

と
も
)

の
子

で
、
応

徳

二
年

(
一〇
人
五)

に

肥

前

守

と

な

り

(
『魚

魯

愚

抄
』
)
、

天
仁

元

年

(
=
○
人
)

に
は
大

和
守
に
任

じ
て

い
る

(
『中
右
記
』
)
。
と
す
れ
ば

、
「
肥

州
前
吏
」
に
依

つ
て
寛
治
四
年

(
δ
九
〇)

か
ら
嘉
承

二
年

(=
〇
七
)

の
問

の
作
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

39

(作
者
)
藤
原
成
家

(?
ー

一〇
憂
-

一
一〇
四
年
以
前
に
没
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(
巻
四
九
)

成
家
は
中
納

言
懐
忠

の
曽
孫

、
宮
内
少
輔
成
尹

の
子
で
、
文
章

得
業

生

五
三
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朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

と
な

っ
て
い
る

(『尊
卑

分
脈
』

で
は
更

に

「大

学
頭

・
信
乃
守
」

の
職

歴
を
挙
げ
て

い
る
)
。
作
時

は
未
詳

。
猶

、
『本
朝
文
集
』

で
は
題
を

「
初

冬
於
二
広
隆
寺

一翫
二紅
葉

一和

歌
序
」

と
し
て
い
る
。

40

(作
者
)
菅
原
在

良

(10
番
参

照
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(巻

五
四
)

在
良

「
学
生
」
時
代
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
10
番

と
ほ
ぼ
同
じ
頃

の
作

で
あ
ろ
う
。

41

(作
者
)
藤
原
重
経

(生
没
年

未
詳

)(他
出
)
本
朝

文
集

(巻

四
九

)

冒
頭

に
記
さ
れ
る
通
り
永
保
三
年

(
一〇
八
三
)
三
月
十
コ
一日
の
作

。
重
経

に

つ
い
て
は

『尊
卑

分
脈
』

に
、
懐
忠

(九
三
五
1

δ
二
〇)

の
孫
懐
尹

の
子

「従

五
位

上
紀
伊
守
重

経
」
、
同
じ
く
成
尹

の
子

に

「
従
五
位
下
紀
伊
守

成
経
」

(「成
」

は

「重
」

に
も
作
る
)
と
見
え
る
が
、
実
は
同

一
人
物

ら

し
く
、
重

尹

(九
人
四-

δ
五
一)

の
子

で
あ
る
と
言
う
。

42

(作
者
)

大
伴
家
持

(七
一七
?
1
七
会
)

(他
出
)

万
葉
集

(巻

一
七
)
・
本
朝
文
集

(
巻
九
)

家
持
は
大
納

言
旅

人

の
子
、
従

三
位

中
納
言

に
至

る
。

『本
朝

文
集
』

所
収
題

は

「和

二
大
伴
池
主
上

巳
遊

覧
詩

一序
」
。
本
書
が

コ
二
月
五
日
大

伴
宿
祢
池
主
」
を
題

の
如
く
記
す

の
は
誤

り
。
そ
の
記
事

は

『万
葉
集
』

で
本
序

の
前
に
置
か
れ
る
池
主
書
簡
文

と
和

歌

(三九
七三
-

一五
)

に
続
く
末

五
四

尾
に
他
な
ら
な

い
。
天
平
十
九
年

(七
四
七)

三
月

五
日
の
作
。

〈校
異
〉
鄙
里
小
児
-

鄙
里
少
児

(万
葉
)

擬
辞
詞
矣
-

擬

解
咲
焉

、
如
今
賦
言
勒
韻
、
同
斯
雅
作

之
篇
、
豈
殊
将

石
間
瓊
、
唱

声
遊
走
曲
歟

(万
葉
)

43

(作
者
)
山

上
憶
良

(六
六
〇
1
七
三
一二?
)

(他
出
)
万
葉
集

(巻
五

)
・
本
朝

文
集

(巻

三
)

天
平

五
年

(七
三
三
)

の
作

と
思
わ
れ
る
。
已

に
本
稿
冒

頭
で
言
及

し
た

通
り
敢
て
言
え
ば

「詩
序
」

と
称
す

べ
き
も

の
。

44

(作
者
)
山
上
憶
良

(43
番
参
照
)

(他
出
)

万
葉
集

(巻

五
)
・
本
朝
文
集

(
巻
三
)

『本
朝
文
集
』

で
は
題
を

「
挽
歌
序
」

(国
史
大

系
活

字
本

は
歌

を
詩

に
改
む
)
と
す
る
。
本
作
末
尾
に

「神
亀

五
年
七
月

二
十

一
日
」
と
あ
る

の
は
、
実
は

『万
葉
集
』
で
本
作

の
次

に
お
か
れ

て
い
る

「日
本
挽
歌
」

の
後

に
付
さ
れ
た
年
月
日

で
あ
り
、
本
序

の
作
時

か
ど
う

か
保
証

の
限
り

で
は
な

い
。

〈校
異
〉
乎
方
丈
i

于
方
丈

(万
葉
)

无
結
-

無
結

(万
葉
、

但

し
異
体
字
関
係
)

45

(作
者
)
吉

田
宜

(?
1
七
〇
〇1

七
三
八1

?
)

(他
出
)

万
葉
集

(
巻

五
)
・
本
朝
文
集

(巻

六
)



『本
朝
文
集
』

で
は
題
を

「寄

二某

人

一啓
牘
」

と
す
る
。

『万
葉
集
』

に
依
れ
ば
天
平
二
年

七
月
十
日
付

の
大
伴
旅

人
宛

の
返
書

で
、
梅
花
宴

や

松
浦
河
に
遊
ん
だ
時

の
作
を
読
ん
だ
感
想
が
列

ね
ら
れ
、
そ
れ

に
和
す
る

歌
な
ど
四
首
が
添
え

ら
れ
て
い
る
。
作
者

は

『懐
風
藻
』

に
も
漢
詩

二
首

を
残
す
。
初
め
恵
俊

と
称
す

る
僧

で
あ

っ
た
が
文
武
天
皇

四
年

に
還
俗
し
、

吉
宜

の
姓
名
を

賜
り
医
術
を
業

と
し
た
。
吉

田
連

の
姓
を
賜

っ
た

の
は
神

亀

元
年

(七
一西
)
。

〈校
異
〉
伏
冀
ー

伏
願

(万
葉
)

46

(作
者
)
大
伴
家
持

(42
番
参
照
)

(他
出
)

万
葉
集

(巻

一
八
)
・
本
朝
文
集

(
巻
六
)

『
万
葉

集
』

に
依
り

天
平
感
宝
元
年

(七
四
九
)

五
月
十
五
日

の
作

。
本

書

で

の
書
き
様

は
少

々
変

っ
て

い
る
。

「七
出
例

ー
疾
得
之
」
迄
を

三
行

(毎
行
十

六
字
)

で
記

し
、
三
行
目
下

二
字
分

を
空
け
、
改
行

し
て

「両

妻
例

～
夫

節
婦
」
を

二
行

に
記

す

(こ

の
二
行

目
末

尾
四
字

分
空
き
あ

り
)
。

そ

し

て
更

に
、
改
行

(改

丁

に
な

る
)

し
、

二
字

分
落

と
し

て

「謹
安
件

～
其
詞
日
」
を
四
行

(毎

行
十
四
字
)
に
記
す
と
い
う

、
本
書

中

で
は
か
な
り
変
則
的
な
体
裁
に
な

っ
て
い
る

の
が
注
意

さ
れ

る
。

〈校
異
〉
敬
喩
-

教
喩

(万
葉
)

尾
張
少
作
-

尾
張
少
咋

合
弃
之
-

合
出
之

(万
葉
)

疾
得
之
-

疾
得
弃
之

(万
葉
)

『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

謹
安
件
-

謹
案
先
件

(万
葉
)

義
史
之
i

義
夫
之

(万
葉
)

之
志
乎
哉
ー

之
志
哉

(万
葉
)

棄
悪
ー

弃
旧
之

(万
葉
)

47

(作
者
)
大
伴
池
主

(?
1
七
三
八ー

七
五
七i

?
)

(他
出
)

万
葉
集

(
巻

一
八
)
・
本
朝

文
集

(巻

六
)

『
万
葉
集
』
に
依
り

天
平
勝
宝
元
年

(七
四
九
)
十

一
月

十
二
日

の
作
。

池
主

か
ら
家
持

に
宛

て
た
書
簡
で
、
後
に
和

歌
四
首

が
続
く

。

〈校
異
〉
国
大
掾
ー

国
掾

(万
葉
)

作
栄
-

作
策

(万
葉
)

鴛
易
-

貿
易

(万
葉
)

正
贓
-

正
臟
倍
贓

(万
葉
)

令

勒
ー

今
勒

(万
葉
)

微
使
ー

徴
使

(万
葉
)

返
報
ー

反
報

(万
葉
)

貨
易
ー

ー
貿
易

(万
葉
)

鴛
易
人
I
I
貿

易

人

(万
葉
)

48

(作
者
)
大
伴
池
主

(47
番
参

照
)

(他
出
)
万
葉
集

(巻

一
八
)
・
本
朝
文
集

(
巻
六
)

『本
朝
文
集
』
で
は
題
を

「
再
贈

=某
人

一書
」
と
す
る
。
天
平
勝
宝
元

年
十

二
月
十
五
日
付

の
、
池
主

か
ら
家
持

に
贈
ら
れ
た

二
首

の
和
歌

の
前

に
記
さ
れ
た
書
簡
文

。

〈校
異
〉
今
月
五
日
i

今
月
十
五
日

(万
葉
)

来
対
-

来
封

云

、

、

、

(万
葉
)

辞
云
O
l

辞
云
々

(万
葉
)

光
所
奉
ー

先
所
奉

(万
葉
)

夜
疑
歟
-

度
疑
歟

(万
葉
)

曝
囃
r

嘱
羅

五
五



『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

(万
葉
)

徒
室
-

記
室

(万
葉
)

49

(作
者
)
未
詳

(他
出
)
発
心
和
歌
集

選
子
内
親
王

(九
六
四ー

δ
三
五
)

の
自

撰
家
集

『発
心
和
歌
集
』

の
序
文
。

作
者

に
つ
い
て
は
、
書
陵
部
本

・
島

原
松

平
文
庫
本

の
奥
書

に

「現
在
書

目
録
之
発
心
集

〈赤
染
法
文
歌
、
有

レ序
、
匡
衡
作

云
々
〉」

の
文
言
が
あ

り
、
大
江
匡
衡
作
と
も
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
が
、
彼

は
実

は
本

序

に

「寛
弘
九
載
南
呂
」
と
あ
る
少
し
前

の
七
月
十
六
日
に
没

し
て
い
る
。

生
前

に
已

に
作
ら
れ

て
い
た
と
み
れ
な
く
も
な

い
が
、
と
り
あ
え
ず
未
詳

と
す

る
。
以
下

の
通
り
か
な
り
異
同
が
見
ら
れ
る

(私
家
集
大
成

の
翻
字

に
よ

る
)
。

〈校
異
〉
載
歌
詠
-

歌
詠
諸

(発
)

詞
苟
為
仏
事
矣
-

功
高

為
仏
事
焉

(発
)

然
猶
-

猶

(発
)

跡
風
俗
名
殊
ー

迹

風
俗
殊

(発
)

詫
生
-

誕
生

(発
)

愛
身
-

受
身

梓

、

・

・

(発
)

桑
樺

-

桑
梓

(発
)

肥
人
-

飢
人

(発
)

卅

、

・

卅
八
-

卅

一

(発
)

以
書
其
詞
i

以
其
詞

(発
)

泊
于

i

海
乎

(発
)

発
心
集
-

発
心
和
歌
集

(発
)

終
植

-

終
殖

(発
)

以
営
-

営

(発
)

愍
誓
願
-

懇
誓
願

(発
)

剃
鬢
髪
-

剃
髪

(発
)

以
入
山
-

入
山

(発
)

王

、

、

那

・

経
五
彰
-

経
生
新

(発
)

耶
不
知
此
-

耶
不
知
出
此

五
六

(発
)

同
多
宝
1

口
多
宝

(発
)

吹
林
-

吹
□

(発
)

俄
令
-

偸
命

(発
)

臨
終
ー

照
鑒

(発
)

手
執
此
集

-

乎
執
此
時

(発
)

50

(作
者
)
紀
貫
成

(大
江
匡
房

か
。
2
番
参
照
)

(他
出
)
朝

野
群

載

(
巻

=
二
)
・
本
朝
続

文
粋

(
巻

三
)
・
本
朝

文

集

(
巻
五
二
)

間
者
と
し
て
記
さ
れ
る

「弾

正
大
弼
明
賢
」
は
、
宇
治
大
納
言
源
隆

国

の
孫

、
大

納
言
俊
明

(
δ
四
四
-

一
=
四
)

の
子

で
、

『千
載
集
』

に

一
首

入

集
す

る
歌

人
。
「紀

貫
成
」

の
正
体
は
実

は
源

明
賢
で
あ

る
と
示

し
て

い

る
こ

と
に
な

る
が

、

『朝

野

群
載
』

に
は

「
江
匡
房

作
」

と
記

さ
れ

る

(後
者

に
従
う

べ
き
で
あ
ろ
う

か
)
。
作
時
未
詳

。

〈校
異
〉
詳
和
歌
-

評
和
歌

(朝
)

○
朝
-

開
朝

(続
文
)

其
情
-

其
旨

(続
文
)

是
聞
-

欲
聞

(朝
)

何
主
-

何
王

(朝
)

富
緒
川
ー
占

田緒
河

(続
文
)

柿
下
i

柿
本

(続
文
)

学
志
-

志
学

(朝

・
続
文
)

七
歩
才
名
ー

七

歩
之
才
名

(続
文
)

莫
迷
-

莫
泥

(続
文
)

51

(作
者
)
花
園
赤
恒

(大

江
匡
房

か
)

(他
出
)
朝

野
群
載

(巻

=

二
)
・
本

朝
続
文
粋

(巻

三
)
・
本
朝
文

集

(巻

五
二
)



対
者

の
赤
恒
を

「大
江
広
房
」
と
し
て
、
匡
房

の
作
か
と
も

記
す
が

、

50
番
同
様
匡
房

の
作

で
は
な
か
ろ
う
か
。
猶
、
広
房
は
橘
以
綱

の
子

で
文

章
得
業
生
を

へ
て
正

五
位

下
信
濃
守
と
な

っ
た
。
匡
房

の
養
子
で
あ

っ
た

が
、
天
永

二
年

(
二
=
)

に
本
姓

に
戻

っ
て

い
る

(
『尊
卑
分
脈
』
)
。
本

文

に

つ
い
て
は

『群
載
』

や

『続
文
粋
』
と
か
な
り
異
同
が
み
ら
れ
る
も

の
の
、
本
書

と

『続
文
粋
』
所
収
本
文

は
ま
ず
近

い
と
言

っ
て
良

い
が
、

『群
載
』

(国
史
大
系

本
を
参
看
)

と
は
文
脈
搆
成
が

か
な
り
異
な
る
。

そ

の
違

い
は
錯
簡

に
依

り
生
じ
た
も

の
と
思
う

。

〈校
異
〉
志
摩
目
-

信
濃
少
目

(朝
)

花
園
朝
臣
赤
恒
-

花

園
赤
恒

(朝
)

望
仙
姫
而
始
-

始

(朝
)

清
御
原
-

清

三
原

(朝

・
続
文
粋
)

訪
洛
媛
而
勿
-

勿

(朝
)

五
七
々

1

五
七
々
々

(朝
)

爾
矣
-

爾
焉

(続
文
粋
)

濃
香
絶

-

濃
香
施

(朝

・
続
文
粋
)

命
松
客
-

命
松
容

(続
文
粋
)

諳
人
-

諸
人

(続
文
粋
)

小
蝉
鳴
-

山
蝉
鳴

(朝

.
続
文

、

、

、

、

微

・

徽
仮
-

微
波

(続

粋
)

滲
清
冷
-

添
清
吟

(続
文
粋
)

≧

文
粋
)

富
緒
川
1
1
冨
緒
河

(続
文
粋
)

混
本
昔
製
-

混

本
之
昔
製

(続
文
粋
)

誹
諧
古
辞
-

誹
諧
之
古
辞

(続
文
粋
)

注
日
域
I
l
訪
日
域

(続
文
粋
)

草
靡
-

草
普
靡

(続
文
粋
)

天
磐
-

天
石

(続
文
粋
)

八
千
代
-

亦
千
代

(続
文
粋
)

『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

成
雲
-

生
雲

(続
文
粋
)

52

(作
者
)
藤
原
基
俊

(
δ
六
〇
?
1

二
四二
)

(他
出
)
本
朝
文
集

(巻

五
五
)

作
時

は
末
尾

に
記
さ
れ
る
よ
う
に
嘉

承
元
年

(
=
〇六
)
九
月
十
三

日
。

基
俊

は
右
大
臣
俊
家

の
子
だ
が
、
左
衛
門
佐
従

五
位

上
に
留

ま
り
長
ら
く

不
遇
で
あ

っ
た
。
保
延

四
年

(
=
三
八
)
出
家
し
て
覚

瞬
と
い
う

。

53

(作
者
)

藤
原
敦
光

(19
番
参
照
)

(他
出
)
朝

野
群

載

(
巻

一
)
・
本
朝
続
文

粋

(
巻

一
一
)
.
古
今

著

聞
集

(巻

五

・
和
歌
第

六
)
・
本
朝
文
集

(
巻
五
七
)

19
番

と

同
じ

人
麿
影

供

の
折

の
作

で
、

『朝

野
群
載
』

に
は

末
尾

に

「元
永
元
年
六
月
日
大
学
頭
藤
敦
光
作
」

と
記
さ
れ

て
い
る
。

〈校
異
〉
柿

下
朝

臣
人
麻
呂
ー

柿

本
朝
臣
人
麿

(朝
)
・
柿

下
朝

臣

人
麿

(続
文

粋

・
著
聞
)

名
人
麻

呂
ー

名

人
麿

(朝

.
続
文

粋

・
著
聞
)

為
口
幽
玄
ー

為
重

幽
玄

(続
文
粋
)
・
遂
依
重
幽

玄

(朝
)
・
依
重
幽

玄

(著
聞
)

聊
伝
-

方
伝

(朝
)

其

詞
日
-

其

辞
日

(朝
)

稟

性
-

受

性

(朝

・
著
聞
)

詞

華
ー
1
詞
花

(朝
)

先
賢
-

葡
賢

(著
聞
)

無
緇
-

無

滓

(朝

・
著
聞
)

五
七



『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

〔注
〕

(1
)

「和
歌
真
字
序
集
」
と
し

て
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

応
保

二
年

(≡

ハニ
)
三
月
三
日
書
写

の
奥

書
が
あ

り
、
そ
の
翻
刻

(故
太
田
晶

二
郎
氏

の
手
に
な
る
か
)
は

『東
大
史
料
編
纂
所
報
』

第

二
号

(昭
和
四
二
年
)
に
掲

載
。
猶
、
和

歌
序

(真
字
序
)

に

つ
い
て

の
基

本
論
文

に
、
大
曽

根
章
介

先
生

「
和
歌
序

小
考
」

(犬
養

廉
編

『古
典
和

歌
論
叢
』

昭
和

六
三
年

・
明
治
書
院
)
「
和

歌
序
に
つ
い
て
ー

本
朝
小
序
集
と
王
沢
不
竭
鈔
ー

」
(『国
史

大
系

月
報
』

四
十

六
号

、
昭
和

四

一
年

五
月
)
が
あ
り
、
こ

の
二

論

は

『大

曽
根
章

介

日
本

漢
文
学

論
集
』

第

一
巻

(平
成

十

年

・
汲
古
書
院
)

に
収
録
さ
れ

て
い
る
。

(2
)

「
『
日
本
詩
紀
』
拾
遺

(七
)
」

(
『大
阪
大
学
教
養
部
研
究
集
録

,
(人
文
社
会
科
学
)
』
第
三
九
輯
、

一
九
九

一
年

二
月
)
参

照
。

(3
)

『俊
頼
集

1
』

(私
家
集
大
成

中
古
H

・
散
木
奇

歌
集

〈六
九

二
〉
)

に

「修

理
大

夫
顕
季

の
ひ
づ
め

の
山

里
に
て
松
久
友
と

い

へ
る
心
を
」
と
題
す
る

一
首
あ
り
。

(
4
)

「
菅
原
在
良
考
」

(
『
一
条
朝
文
壇

の
研
究
』

昭
和
六

二
年

・
桜

楓
社
)
。

(
5
)

注

(2
)
所
引
後

藤
氏
の
拾
遺
を
参
照

。

(6
)

「
藤
原
敦
基
論

」

(『山
岸
徳
平
先
生
記
念
論
文
集

日
本
文
学

の
視
点

と
諸
相
』

平
成

三
年

・
汲
古
書
院
)
。

(7
)

大

曽
根
章

介
先

生

「藤

原
明
衡

の
生
涯

」

(
『王
朝
漢

文
学

論

攷
』

一
九
九

四
年

・
岩
波
書
店
)
。

五
人

(8
)

大
曽
根
章
介
先
生

「大
江
匡
衡
-

一
儒
者
の
生
涯
1

」

(
『漢
文
学
研
究
』

十
号
、
昭
和

三
七
年
十
月
)
。

(9
)

『公
任
集
』

で
は

「女
院

の
四
十

の
賀

に
大
将
殿

の
し
た
ま
ひ

け
る
、
か
は
ら
け
と
り
て
」

の
詞
書

に
な

っ
て
い
る
。

京
都
大
学
図
書
館
蔵

『本
朝
小
序
集
』
翻
刻

本
書
は
菊
亭
文
庫
よ
り
京
都
大
学
附
属
図
書
館

に
寄
託
さ
れ
た
図
書

で

あ

る
。
縦

二
七

・
五
糎
、
横

一
人

・
二
糎

の
和
綴
本
写
本
。
表
紙

の
色
は

や
や
褪
せ

て
薄
茶
に
見
え
る
が
、
折

返
を

み
る
と
も
と
は
か
す
か
に
赤
味

を
帯
び

て
も

い
た
か
。
題
簽

は
無
く

、
表
紙
左
上
部
、
天
よ
り

一
・
五
糎

あ
た
り
か
ら

「本
朝
小
序
集
」

と
表
紙

に
直
書
さ
れ

て
お
り
、
右
上
隅
に

は

「
菊
/
ホ
/
16
」

の
小
票

(縦

二

・
八
糎
、
横

一
・
九
糎
)

が
添
付

さ

れ
て

い
る
。
楮
紙

の
本
文
墨
付
は
四
十
三
丁
。

一
丁
～
六
丁
が
本
朝
小
序

集
目
録

、
七
丁

ー
四
十

一
丁
が
本
文

(但
し
二
十
三
丁
ウ

・
三
十

二
丁

ウ

は
白

紙
)
、
四
十

二
丁

～
四
十
三
丁

オ
が
奥
書

(但

し

「冬

日
侍

宸
宴
言

志

…

.」
以

下
末
尾
迄
は
朱
書
)
で
あ

る
。

一
丁
オ
右

下
に

「今
出
河
蔵

書
」

の
朱
文
印

(四

・
三
糎
四
方

)
が
あ

る
。
本
文

は
、
半
丁
九
行
書
、



毎
行
十
六
字
を
原
則
と
し
、
卦
線

は
な

い
。
翻

刻
要
領

は
次

の
如

し
。

一
、
作
品

に
は
通
し
番
号
を
付
し
、
本
文

の
異
体
字

は
現
行

の
通
行
字

体

に
改

め
た
。

二
、
本
文

で
は
人
名

・
職
名

・
地
名
等
に
朱
線
が
引
か
れ
、
部
類
名

や

、
題
名

の
上
部

に
朱

で
丸
印
が
施
さ
れ

て
い
る
が
、
翻
刻
に
当
た

っ
て

は
省
略

し
た
。
但

し
、
異
同

や
訂
正

に
関
わ

る
朱
字
書
入
は

〔

〕

に
依

っ
て
示
し
た
。

三
、
本
文

の
誤
り
と
考

え
ら
れ
る
箇
所

に

つ
い
て
は
、
先
ず
翻
字
本
文

を
掲
げ
、
そ

の
右
側

(

)
内

に
稿
者

の
案
文
等
を
記

し
た
。
ま
た
、

脱
落

に
つ
い
て
も
、
口
で
示
し
、

(

)
に
依

り
補

っ
た
。

四
、
稿
者

の
訓
み

に
依
り
、
原
文
に
は
な

い
返
り
点

を
補

っ
た
。

*
翻
刻

に
当
た

っ
て
、
御
許
可
賜
り
ま
し
た
菊
亭
文
庫
主
様

、
並
び

に
京

都
大
学
附
属
図
書
館

に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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本
朝
小
序
集

1

冬

日
侍

二宸
宴

一言

レ志
和
歌

(作
)

参
議
正
三
位
行
右
大
弁
兼
侍
従
美
濃

権
守
藤

原
朝
臣

行
成
上

長
保

寛
弘

之
間

、
四
海

静
謐

、
天

下
無
事

。
聖
上

乗

二
万
機

之
餘

閑
ハ
命

二

日
之
密
宴

⑩
排
二
月
殿

一而
展
二
環
筵
ハ

課
二
天
厨

}而
羞

二

綺
繕
ゆ
和
二
其
羹

一之
者

、
慕

二塩
梅
於
傅
巌
之
風
ハ
陪
二
其
膳

一之
者
、

推
二
親
舅
於
戚
里
之
塵
⑩
蓋
移
二彼
青

陽
野
外

之
俗
事
ハ
供
二
此
」

7
オ
)

玄
冬
洞
裏

之
仙

遊

一矣
。
爰
左
丞
相
予
蒙

二
勅
命
ハ
侍

二于
座
右
4

盃

酌
頻
巡
、
絃
管
逓
奏
。
陶
酔
如

レ
泥
之
中

、
無

レ忘
二
礼
敬
ハ
雅
音
遏

レ

雲
之

(口
、
[

H
口
凵

)
。
于

レ時
、
内
大
臣
攀

=仙

籬
菊

花
之
霜
ハ

六

一
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朝
小
序
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』
研
究
覚
書

挾

二丞
相

之
首
ハ
右
衛
門
督
藤

原
朝

臣
酌
二
尭
樽
桑
葉
之

露
ハ
勧
二
丞

相
之
傍

殉
彼

則
標

二
千

万
齢
之
寿
ハ

以
称

二
人
望

}
矣
、
是
亦
献

二
卅

一
字
之

詞
ハ
以
命

二
叡

情

一矣
。
小

臣
昔

叨
二
俗
骨
ハ

謬
列

二夕

拝
之

仙
郎
ハ
今
忘

二
庸
才
ハ
憖
接

一朝

議
之

群
俊
↓
待

レ喚
陪

レ醴
い
(7

ウ
v

([

凵

)。

陣
座

2

早
春
子
日
詠
和

歌
并
序

左
中
弁
江
匡
房

(会
)

建
寅
之

月
、
甲

子
之
朝
。
蓬

壺
侍

臣
、
合
コ
宴

於
林
池

之
間

一
焉
。

(於
)

引
二
松
樹

一而
論

レ齢

、
則
暁
煙
満
二
口
綺
羅

之
袖

ハ
酌
二
華
樽

一而
勧

レ

酔

、
亦
春
霞
薫

二於
鸚
鵡
之
盃
⑩
誰
謂
二
野
外
之
故
事
ハ
便
是
洞
中
之

秘
遊
者
也

。
志
之
所

レ之

、
不

レ能

レ不

レ詠
。
其
詞
日
。

殿
上

3

夏
夜
詠

三
連
夜
待
二
郭
公

一和
歌

一
首
并
陸

(8
オ
)

蔵
人
左
衛

(少
)

門
小
尉
有
俊

時
也

、
世
属
二
華
夷
之
無
為
ハ
節
当
二
梅
夏
之
有
閏
↓

是
以
、
殿
上
侍

臣

、
七

人
許
輩
。
乗
二
禁
腋
之
仮
景
ハ
待
二
郭
公

一以
諷
吟

。
待
非

二

タ
ハ
思

二
好
語
於
山
路

之
雲
ハ

期
是
幾
時

、
訝
二
嬌
音
於
宮
庭
之
月

六

二

者
也
。
請

レ抽

二柿
本
之

秘
思
ハ
将

レ為
二
蓬
壺
之
美
談
⑩
其
詞
云
。

直
廬

4

九
日
於

二
左
金

吾
藤
次
将

青
囲
直
廬

一詠

二秋
情
在

フ菊
和

歌
各
加
・

小
序
一賀
州

司
馬
実
兼L

(8
ウ
)

斯
日
也

、
左
金

吾
藤
次

将
排

二直

廬

一展

二宴

席
ハ
招

二
親
知

一
発
二
諷

吟
↓

蓋
当
二
青
宮
之
暇
景
ハ
賞

二
素
商
之
令
節

一
也
。
爰

以
二
秋
情
在
7

菊

、
為
二
和
歌

題
目

一矣

。
如

レ予
者

、
雖

レ携

二
風

月
情
ハ
猶

拙
二
習

俗
喝
牽

二
興
之
有
フ
餘
、
忘
二
顔
之
惟
厚
ゆ
云

レ爾

。

5

春

日
於
二
鳥
羽
院
直
廬

一詠
三
松
為
二
久
友

}和
歌

藤
宗
兼

鳥

羽
勝

境
者
、
象
外
名

区
也
。
艶

詞
巧
思
輩
、
侍

二太

上
皇

玉
洞
直

廬

一
者
多
焉
。
于

レ時

、
閑
望
一一貞
松
ハ

方
為

一一久
友
の
期

一一傾

蓋

一而

L

(9
オ
)

歓
宴

、
結
二
芳
契
於
君
子
万
年
之
詞
ハ
対

二勁
節

一而
予
遊
、
伴
二
素
交

於
仙
鶴
千
齢
之
翅
⑩
請
任
二
習
俗
ハ
各
詠

二和
歌
幻
其
詞
云
。

6

七
言
暮
春
於
二
城
南

別
業

一同
賦
二
仙
家
春
未
7
尽
詩

一
首

題
中
取
・

〔令
〕

韻
、
付

・ふ
序
・

文
章
得
業
生
藤
原
金
明

≧

于

レ時
也

、
惜

二
芳
春
之
時
暮
ハ
出

二
城
南

一而
遊
遨
。
水

石
之
有

二
幽

奇
ハ

淵
雲

之
所

二
頌
歎

一也
。

境
近

二
都

門
ハ
往

来
未

レ
過

一一
一
里

之

際
ハ
処
如
二
仙

洞
ハ

煙
霞
猶
残
二
三
春
之

光
の
放
蕩
之
趣
、
去

レ
此
何

之
。
彼
蘭
亭
会

友
之
地

、
徒
謝

二
風
俗
之
懸
隔
ハ
桃
林
尋

レ花

之
人
、

L

(9
ウ
V



還
嫌
二
時
代
之
早
遷

一歟
。
遂
抽

二
秘
思
ハ
筆

不
二停
滞
の
云

レ爾

。

殿
上
遊
覧

7

詠
二
落
花

一

明
衡

時
属
二
三
春
之
有
楽

一也
、
誇
二
四
海
之
無
為
適
於

レ是

、
我
党
十
餘
輩
、

出

二鳳
掖

一而
閑
遊
、
策

二
馬
蹄

一而
歴
覧
。

于
レ
時
、
芳
景
云
闌
、
落

花
欲

レ
尽
。
餘
葩
飄
鷂
、
数
行

之
紅
霞
脆

、
雑
蕊
乱

漫
、
千
重
之
雪

天
晴
者

也
。
請
課
二
山
辺
之
古

風
ハ

将
レ詠

二花

下
之
新
什
ゆ
其
詞
云
。

L

(-o
オ
)

8

春

日
於

二
左

監

門
藤

次

将

青

囲

直

廬

一
詠

二
百

首

和

歌

一
序

黒
主
玄
孫
赤
丸
実
兼
也

近
世
歌

仙
之
輩
、
各
有
二
百
首

之
和
歌
の
或
謂

レ継

二
柿
本
之
餘
風
ハ

或
謂

レ伝

二
山
辺
之

遺
塵
の
蓋

斯
道

之
再
昌

也
。
爰
左
監

門
藤

次
将

属
二
暇
日

一相
戯
云
。
見

レ賢

思

レ斉
、
雖

レ愚
所

レ羨

也
。
我
等
試
欲

下

〔寸
〕

定

二
才
陰
於
半

日
之
程
ハ
継

中
六
義
於

百
篇
之
跡
⑳

敢
不

レ
顧
二
後

日

≧

L

(-o
ウ
)

之

嘲
ハ

只
為

レ催

二
遇
境

之
興

也

。
已
出

言
約
、
沈
思
忽
成

。
未
刻

出

レ題

、
秉

レ燭
終

レ篇
。
聊
走
二
短
筆
ハ
以
記
二
大
概
の
于

レ時

長
治
第

二
之
年

、
暮
春
之

四
日
而
已
。

(右
)

9

春

日
同
詠

=花
樹
久
芳

一応

レ教
倭
歌

一
首
并
序

左
京
権
太

夫
藤
原
敦
基

于

レ時
、
三
春
半

闌
、
四
海
無

レ事

。
詩

伯
歌
仙
、
十
有
餘
輩

。
陪

二
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朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

大
王
之
邸
第
ハ
属

二為
善
之
楽
遊

一也
。
更
上
二
春
臺

之
煕
々
ハ
旁
望
二

花
樹
之
漠

々
の

群
粧

競
綻
、
餘

艶
久
芳
。
紅

匂
之
富

二春

風

一也

、

(凌
)

L

(1ー
オ
)

(巌
)

宜

レ伴

二新
松
陵
雲
之
齢
ハ
玉
蕊
之
薫
二
暁
露

一也
、
自

叶
二
平
砂

為

レ岩

之
頌

一者
歟
。
請

下思

二桃
源

一而
献
中
三
千
年
之
寿
齢
将
下慣

二柿
本

一而

詠
中
卅

一
字
之
詞
上
而

已
。

親
王
家

(虫
)

10

秋
夜
陪
二
李
部
大
王
文

亭

一詠
二
臨

レ暁
聞

7鹿

和
歌

一
首
付
・尓
序
・

菅
在
良

初
秋
十
有
餘
日
。
吏

部
大
王

、
忽
排
二
脩
竹
之
亭
子
ハ
方
引
二声
華

之

門
賓
ゆ
是
以
、
詩

情
歌
思
之
客

、
応
二
嘉
招

}之
者
有

レ限
。
或
陪
二
松

L

(1ー
ウ
)

容

一而
楽

レ為

レ善
、
或
抽
二
藻
思

一而
詠

二
和
歌
↓
其
時
也

、
夜
臨

二
素

暁
ハ
虫
報

二
清
音
幻
占
二
孀
閨

一而
幽

吟
、
思
婦
之
夢
易

レ驚

、
就

=
孤

叢

一而
疑

レ織
、
遊
子
之
涙
難

レ禁
之

也
。
既
而
西
園
宴
闌

、
東

山
天

曙
。
謬
接
二
三
諌
之
座
ハ

猥
述
二
六
義
之
詞

}而
已
。
其
詞
日
。

后
宮
宴

η

早
蠢

・長
秋
宮

藤
広
業

〔洋
〕

寛
仁

第
五
年
、
正
月
初

三
日
。
関
自
及

郡
卿
、
参

二
長
秋
宮
ハ

致
二

L

(12
オ
)

賀
礼

一矣
。
杖

レ酔
乗

レ
興
、
各
相
語

日
、
不

レ憚

二
紅
顔

ハ
已
近

二
翠

簾
↓
只
献
二
千
秋
万
歳
之
詞
ハ

始
陳

一飽
恩
浴
徳
之
志

一而
已
。

六
三
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12

暮
秋

詠
二終

日
翫
7菊
和
歌
并
序

左
衛
門
少
尉
藤
原
有
俊

康
平
七
年
、
涼
秋

九
月
。
雲
霄
之
客

、
十
有

餘
輩
。
方
属

二諸
夏

之

静
謐
ハ
勿
陪
二
長
秋

之
宮
囲

一矣

。
蓋
当

一蕭

辰
之
欲
フ
暮
、
翫

二菊

花

之
纔
残

一也

。
鴪
鸞
移

レ座

、
争
二
艶
色
於
錦
袖
之
粧
↓
窈
窕
隔

レ簾
、

添
二
濃
香

於

玉
鑪

之
気
幻
優
遊
之
趣
、
終

日
翫

レ菊
也

。
爰
有

二左
金

L

(12
ウ
)

吾

校
尉

藤
原
有
俊
之
者

過
性
少
二
風
月
才
ハ

詞
迷
二
卅

一
字
過

謬
列

二

蓬
壼
之
英
華
ハ
猥
詠
二
椒
庭
之
仙
草

}而
已
。
其
詞
日
。

内

親
王
家

13

早
春

子
日
陪
二
於

野
宮

一詠

レ松
和

歌

一
首

前
文
章
得
業

生
菅
在
良

承
保
第

二
之
春

、
正
月
初
七
之
日
。
日
当
一手

旦

可
二
賞
翫
一者
也

。

是

以
、
敬
神
之
餘

、
宮

人
数
輩
。
於

二
東
郊

一以
摘

レ
菜
、
偏
祈
二
七

I
L
(13
オ
)

曜
之
精

霊
ハ

登
二
津
岡

一以
攀

レ松
、
遙
期

二千
年

之
遐
算
幻
楽

レ春
之

心
、
於

レ是
而
足
。
請
詠
二
双
関
晒
各

献
二
六
義
↓

其
詞
日
。

14

初
冬
庚
申
夜
侍
二
野
宮

一翫
二
初
雪

一

尚

書

夫
野
宮
者
、
雍
州
葛
県
之
勝
境
、
伊
州
公
主
之
書
室
也

。
対

レ水
背

レ

山
、
万
歳
千
秋
之
勢
、
視
聴
惟
新
、
松
近
柏
老
、
風
中
霜
後
之
貞

、

節
操

可

レ慕
。
望
二
其
戸
瀰

ハ
紅

葉
灑
落
之

雨
声
寒

、
至
二
其
階
庭
ハ

青
苔
嬋
娟

之
煙

跡
静
。
不

レ知
仙
洞
歟
、
且
不

レ知
人

間
歟
。
于

レ時

L

(13
ウ
)

六
四

貞

元
々
年

、
冬
十
月
庚
申
夜
。
門
賓
二
十
許
人
、
優

引遊
於
其
中

一矣

。

(歌
)

或
献

二
和
漢
之
風
詞
ハ
蓋
所

ヨ
以
幽
訓
賛
神

明
一也

、
或

奏
二
絃
管
之
雲

曲
ハ

蓋
所

ヨ
以
感
コ
動
神

明

一也
。
酒
是

杜
家
之
味

、
待
⇒
得
奮

康
玉

(出
)

山
之
頽
ハ
膾
亦
松
江
之
鱗
、
釣
二
於
左

慈
銅
盤
之
狭
幻
希
代
之
芳
遊
、

寔
不

レ可
二
記
尽

一者
也
。
方
今
、
深
漏
水
滴

、
初
雪
風
軽

。
逼

レ簾
新

飛

、
頭
驚

二
二
毛
之
鶴
ハ
侵

レ窓

漸
乱
、
心
迷
二
三
秋

之
蛍

の
彼
子
猷

山
陰
之
遊

、
扣

レ
門
興
尽
、
孫
康

晋
朝
之
学
、
照

レ
案
影
幽
。
後
視

レ

L

(14
オ
)

今
者

、
豈
敢

間
然
。
当
二
于
斯

時
ハ

珠
簾
之
下
、
環

砌
之
前

。
趙
女

楚
姫

、
思
二
氷

統
之
不

7
勝
而
含

レ心
、
瑤
箏

玉
琴

、
忘

二
雪
指

之
猶

冷

一而
調

レ曲
。
於
戯
、
不

レ容

レ髪
之
感

、
為

二責
身
之
歓

一而
已
。
爰

座
客
之
末
、
有
二
一
腐
儒

殉
雖
レ守

一一三
尸

而
夜
艾

、
請

レ祝
二
千
載
於

寒
松
幻
云

レ爾
。

大
臣
家

15

夏

日
侍
二
東

三
条

第

一同
詠
二
池

上
鶴

一応

レ教
和
歌

一
首
并
序

永

(右
)

久
三
ノ
六
月
廿
七
日

左
少
弁
実
光L

(14
ウ
)

夫
東
三
条
第
者
、
累
葉
栄
貴
之

甲
地
也
。
湛
二
方
池
於
斯
中
ハ
伴
二
仙

鶴
於

其
上

過
眠

二
沙
月

一而

許

レ交

、
若
来

二
自

蓬
嶋
ハ

若
来

二
自

茅

洞
ハ
舞
二
汀
風

一而
献

レ寿

、
亦
不

レ限
二
千
秋
ハ
亦
不

レ限
=
万
春

一者
歟
。

於

レ
是
、
内
相
府

尊
閤
。
林

鐘
令

辰
、
槐

門
仮

日
。
新
令

三
月
卿

雲



客
之
英
豪
、
忽
撼
二
周
詩
和
語
之
藻
思
の
宴
飲
無

レ算

、
筆
硯
有

レ時
。

歓
飫
之
餘
、
各
相
語
日
。
昔
孝
武
帝
之
賢

佐
公
孫

弘
、
開
二
三
館

一而

引

二
群
才
ハ
今

博
陸
侯

之
長
嫡
内

丞
相

、
課

二
六
義

一
而
詠

二仙

算
⑩

不

レ足
二
嗟
嘆
ハ
聊
述
二
大
綱
而
其
詞
日
。

l
L
(15
オ
)

16

秋
遊

金
風
九
月

、
天
気
太
平
也
。
公
卿
大
夫
之
輩
、
侍
座
済

々
。
酒
盃
頻

廻

、
管

絃
屡
調
。
于

レ時

、
秋

風
之
漸
暮

、
旅

雁
高

嗅
、
暁
月
之
正

(今
)

円

、
隠
人
夢
驚
。
令
日
之
興
、
後
代
美
談
者

歟
。

行
旅

〔作
者
可
尋
之
〕

17

初
夏
同
詠

レ待
二
郭
公
忍
声

一和
歌

大

臣
家
祗
候

人
也

初

夏
月
之
上
旬

、
蓮
府

侍
臣
等

。
依

二
勤
節
之
餘

暇
ハ

企
二
吟
詠
之

L

(15
ウ
)

勝
遊
幻

于
レ時

、
郭
公
秘

レ声
、
歌
人
蕩

レ意
。
望
二
遠
地

一欲

レ尋

レ声

、

則
群
鳥
之
囀
破

レ聴

、
居

深

窓

一欲

レ傾

レ耳
、
又
数
盃
之
巡
催

レ眠
。

如

レ予
者
、
性
不

レ稟
二
於
赤
人
ハ
意
猶
異

二於

黒
主
幻
唯

卅

一
字

之
詞
、

接
二十
餘
輩
之
列

一而
已

。
其
詞
日

。

山
家

18

五
月
五
日
詠
二
和
歌

一
二
首
昌
蒲

祝

付
・ふ
序
・

阿
波
権
守

藤

原
兼
衡

時
也
、
左
金
吾

源
納
言
。
当

二
仲
夏
端
午

之
日
ハ
会

二
山
辺
柿
本

之

L

(16
オ
)
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192021

仙

一焉

。
方
今

、
盃
爵
無

レ算
、
酉
水
之
酒
頻
酌
、
更
漏
漸

転
、
西
霜

之
山
欲

レ明
。
請

二
題
節
物
ハ

各
詠

二
菖
蒲
ゆ

情
感
之
餘

、
遂
添
二
祝

思

一而
已
。
其

詞
日
。

夏
日
於
二
三
品
将
作
大
匠
水
閣

一同
詠
一永

風
晩
来

一和
歌

一
首
并

(元
)

序

乖
永
六
⊥

ハ月
+
六
日

大
学
頭
敦
光

我
朝
風
俗

、
倭
歌
為

レ
本
。
生
二
於
志
ハ
形

二於

言
幻
紀
二
一
事
ハ
詠

二

一
物
4
誠
為
二
諷
諭
之
端
ハ
長
著

二君
臣

之
美
幻

是
以
、
将
作
大
匠
。

L

(16
ウ
)

毎

レ属

二覲

天
之
餘
閑
ハ
凝

二詞
露
於

六
儀
殉

叶
二
賞
心

一者

、
花
鳥

草

(馬
)

虫
之
逸
興
、
応
二
嘉
招

一者

、
香
衫
細
男
之
群
英
。
今
日
会
遇
、
亦
是

一
揆

。
方
今
、
流

水
当

レ
夏
兮
冷
、
凉

風
迎

レ
晩
兮
来

。
芦
葉
戦

以

凄

々
、
波
烟

漸
暗
、
松
標
動
以

颯
々
、
沙

月
初
明
。
情
感

不

レ尽
、

聊
以
詠
歌
。
其
詞
日
。

夏
日
於
二
右
武
衛
将
軍
小
坪
別
業

一詠

二池
水
久
澄

一和
歌
付
・・小
序
・

(少
)

式
部
小
丞
菅

原
在
良

山

下
有

レ池
、

々
間
有

レ水

。
恣

二其

風
流
之
勝

一者

、
蓋

右

武
衛
将

L

(17
オ
)

軍
別
業
也

。
是
以
、
清
華
雲
客
、
五
六
許
輩

。
更
随
二
仁
智
之
所
フ
好
、

共

伴
二
登
臨

之
交
遊

4
中
有

二
李

部
郎

中
菅

在
良
4

誤
以

二
池
水

久

澄
ハ
為
二
和
歌
題
目

一而
已
。

秋

日
詠
二
二
首
和
歌

一

凌
露
尋

レ花

田
家
秋
風

兼
衡

六
五
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于

レ時
秋

也
。
華
字

名
族
、
緇

素
数
輩
。

会
二
于
下
州
前
刺

史
之

風

亭

一矣

。
蓋
賞

二景
物

一也

。
至
二
彼
拝
迎
之
礼
早
備
、
談
話
之
態

相
催

。

旨

酒
頻
勧
、
中
山

下
若
之
味
湛

レ
簿
、
奇
菓
是
好
、
南
安
北
邦
之
珍

〔盛
〕

L

(η
ウ
)

満
7
盤
。
○
集
之
趣

、
誰
敢

間
然
。
况
亦
凌

二
暁
露

之
濃

々
ハ
尋

二
野

花

一而
乗

レ
興
、
感

二
秋
風
之

颯

々
ハ
ト

ニ
田
家

一而
忘

レ
帰
者
也

。
請

抽

二六
義
之
秘
田
坐

各
詠
二
二
首
之
和
歌
↓
其
詞
日
。

22

於

二源
亜
将
亭

一詠
二
月
前
擣
衣

一

親
長

源

亜
将
者

、
尭
川
之
餘
滴
也
。
仰
二
其
名
誉
ハ
則
奮
山
之
松
慙

レ色

、

論

二
其
才

藝
ハ
亦
陸

海
之
波

譲

レ声

。
於

レ是

、
招

二
詞
苑

之
朋
友
ハ

排

二文
亭

一而
宴
遊

。
蓋
感

二
此
月
前
之
擣
衣
ハ

効
二彼

柿
下
之
遺

跡

一

L

(18
オ
)

也

。
賓
鴈
混

レ声

、
遙
漢
雲
霽
之
後
、
孀
婦
添

レ怨
、
荒
庭
雪
寒

之
時

。

既
而
依

二
盃
酌
之
無

フ
算
、
和
二
気
味
之
有

フ
由
。
中
有
二
一
沈
水
生
刈

雖

レ少

二
興
于
染
フ
筆

、
已
無
二
心
于
帰
フ
家
。
云

レ爾
。

23

冬
夜
守

二庚
申

一詠
三
夜
聞
二
松
風
一和

歌

少
内
記
藤
敦
基

倭

歌
者

、
我
朝
之
勝
事
也

。
雖
二
彼
天
神
海
童
ハ
感
二
其
業
於
上
古
の

况
於
三
都
人
士
女

、
貽
=
其

詞
於
方

来

崎
是
以
、
煙
霞

之
客
、

四
五

L

(18
ウ
)

許
輩
。
新
展

二
燕
席
ハ

共
命

二
予
遊
⑩
伝

二
李

氏
之
昔
塵
ハ

以
守

二
三

彭
ハ
聞

二松
樹
之
夜

風
ハ
以
成
二
一
詠
⑩
云

レ爾
。

文
士
遊
覧

2425

六

六

暮
春
於

二
双
輪

寺

一聴

レ講

二法
華
経

一詠

レ経
引
行
林
中

一和

歌
并
序

兼
衡

嘉
保

二
年
、
姑
洗
六
日
。
門
下
録
事

及
尚
書
都
事
等

、
十
有
餘
輩
。

暫
属
二
蘭
省
之
休
暇
ハ
忽
尋
二
蕭
寺

一而
交
会

。
蓋
講
二
一
乗

一而
顕
二
権

実
之

理
ハ

課
二
六
義

一而

抽
二
和
漢
之
懐

一也
。
方
今
聞

二
此
法

華

一者
、

L

(19
オ
)

或
仏
子
厭
二
世
上

一以
修
練
、
ト
ニ林

中

一以
経
行

。
春
花
綻

レ霞
之
朝
、

心
無

レ染
二
餘
香
ハ
秋
葉
随

レ嵐
之
夕

、
眼
不
レ耽

二異
綵
↓
偏
唯
遠
訓
離

俗
塵
ハ
勤
訓
求
仏
道

一者
也
。
既
而

講
演
之
儀
方
畢
、
讚
嘆
之
興
漸
酣
。

中
有

二
才
藝

猶
浅
、
煩
悩

未

レ除
之

者
↓
専

二
念
仏
之

懇
誠
ハ
顧

二
落

日
一而

雖
二
閑

坐
ハ
思
二
奉

公
之
至
節
ハ

策

二
遺
風

一而

欲
二
早

帰
↓

聊

記
二
当
時
之
大
概
ハ
将

レ為
二
来
世
之
芳

縁
↓
其
詞

日
。

L

(19
ウ
)

極
楽
和
歌
序

明
衡
非
・明
衡
筆

歟
、
不
審

夫
和
歌
者
、
遊
心
述
懐
之
根
源
也

。
見

レ事
聞

レ事
、
哀
楽
相
変
。
山

水
風
月
、
為

レ楽
之
者
、
以

レ之
散

レ憤

、
飛
花
落
葉

、
含

レ哀
之
者
、

以

レ之
発

レ懐
者
也
。
思
慮
廻
二於
臆

中
ハ
吟
詠
形
二
於
言
外
↓
凡
厥
哀

慟

之
砌
、
讌
遊
之
処
。
誰
不

レ談

一ー
ハ
義

ハ
誰
不

レ披
二
歌
集
4

寔
咲
二

鬼
神

一
和
=
夫
婦
↓
只
以
二
和

歌
一為

二
其
規
模

一耳
。
但
興

二春
花

一翫
二

秋

月
ハ
併

如

二
風
前
之

雲
ハ
観

二
我

身

一
量
二
人
語
ハ

悉
以

一一水
上

之

(徒
)

沫
幻
見

二
鸞
鏡

変

レ昨
之

影

一者
、

則

悲

二
壮
年

之
従
過

ハ
聞
=
鳬

鐘

L

(20
オ
)



(又
)

告

レ暁
之
声

一者

、
人
悔
二
一
日
之
空
斜
過
観
二
無
常
遷
移
之
形
ハ
真
如

境
界

、
自
眼
前
縁

レ之

、
想
二
如
幻
如
化
之
像
《
無
相
妙
理
、
已
心
中

(命
)

悟

レ之
。
可

レ厭
者
憤

丙
之
塵
、
可

レ欣
者

常
寂

之
刹
。
嗟
呼

、
古
柿

本
人
丸
山
辺
赤
人

、
尚
迷
二
三
界
之
火
宅
仰

レ花
中
ハ
凡
河
内
躬
恒
紀

貫
之

、
唯
誇
二
一
旦
之
歌
席
傾

レ盞
都
の
往
古
来
今
、
艶

人
歌
仙

。
皆

以

レ之
為
二
花
鳥
之
伴
ハ
多
以

レ之
為
二
仮
生
之
謀
喝
嘗
寄

レ
興
以
願
二往

生
ハ
唱

レ詠
以
嘆
二
仏
徳

一之

輩
希
者
歟

。
彼
奈

落
迦
申
、
唯
有
二
号

L

(20
ウ
)

泣
之

声
↓
全

無
二
鷯
鷦

之
囀
ゆ

飢
饉

城
内
、
永
失

二
冷
水
之

流
ハ
鎮

得
二
鉄
湯
之

進
↓

聞

レ之
興
宴

可

レ休
、
思

レ之
魂

魄
将

レ消
。
今
聞
西

方
有
二
仏
土

4
仏
号
二
弥
陀
ハ

国
名
二
極
楽
↓
七
宝
楼

閣
交

レ色
、
至

レ

之
盍

レ
生
二
歓
喜

一焉
、

四
徳
風
声

満

レ耳
、
会

レ之
豈

丕

}詠
吟

一哉
。

人
功
徳
池
之
浪
蒼

々
、
浴
者
方

至
二
不
退
転
ハ
七
重
宝
林
之
嵐
索

々
、

触
者
自
諧

二無

生
忍
の
衆
鳥
讚

仏
之
音
哀
和
、
誠

可
レ
嘲
二
於
娑
婆
之

春
鶯

幻

黄
金

瑠

璃

之
地

浄

妙

、
又

奈

コ
何

於

穢
土

之

秋

野
の

是

L

(班
オ
蹇
)

以
、
林

花
綻

レ霞

之
朝

、
思

二
安
巻

衣
械

之

供
花

一而
合

掌

、
嶺

月

出

レ霧
之
夕

、
観

二
弥
陀
烏
瑟
之

満
月

一而
低
頭
。
至
心

無
二
、
欣
求

在

レ
此
。
折
二
四
照
之
華
ハ

遙
向
二
十
万
億

土
之
幽
境
ハ

挑
二
三
明
之

燈
ハ
方
待
二
三
十

二
相
之
来
迎
↓

五
塵
六
欲
、
皆
悲
二
北
郎
ハ

難

レ免

(業
)

而
沈
吟

、
三
拝
四
儀

、
悉
寄

二
西
方
ハ
易

レ往
而
成

鼠

ハ。
然
則
以
二
此

『本
朝

小
序
集
』

研
究
覚
書

三
十

一
字
之
綺
語
ハ
讚
二
彼
四
十
八
願
の
依
正
の
蓋
楞
厳
院
往
生
集
、

銘

レ心
染

レ肝
。
且
拠
二
彼
文

一仮

二
章
句
ハ
次
第
詠

レ之
而
已

。
謹
序
。

L

(2ー
ウ
)

仏
事

26

秋

日

於

二
嵯

峨

別

墅

一詠

二
山

家

秋

雨

一
和

歌

一
首

付
・
小
序
・

学
生
藤
原
行
家

五
年
秋
八
月
候
、
我
党
五
六
許
輩

。
属
二
寰
海
之
静
謐
ハ
翫
一一嵯
峨
之

勝
形
幻
時
也
、
行
路

迢
々
、
楽
心
允

々
。
蘭
慧
露
底
、
瀝
二
詞
露

一而

(荻
)

優
遊
、
芦
萩
風
前

、
動

二
思
風

一而
悵
望

。
情
感

之
至
、
不

レ
可

レ勝

レ

〔令
〕

計
者
歟
。
昨
製
二
詩
篇
ハ
責

二虚
無

於
野
径
之
晩
花
ハ
今
詠
二
和

歌
ハ

≧

L

(22
オ
)

叩
二
寂
寞

於
山
家
之
秋
雨
↓
其
詞

日
。

ま
ろ
う
す
け
し
け
れ

る
や
と

に
秋
ふ
か
み
や
ま

の
は
よ
り
そ
雨

も
ふ
り
け
る

と
き
わ
か
す
い

つ
も

の
と
け
き

や
ま
さ
と

の
さ
ひ
し
さ
そ
ふ
る

あ
き

の
雨
か
な

や
ま
さ
と
に
秋

の
ひ
く
ら
し
ふ
る
雨
は
軒

の
し

つ
く
に
か
そ

へ

ら
れ

け
る

慶
賀

27

贈
答

明
衡L

(22
ウ
)

予
従
二
春
宮

}乎
拝
二
雲
州
ハ
蓋

有
三
朝
恩
抽

二
夜
学

「也
。
爰
当
二
三
月

六
七



『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

之

候
ハ

催
二
五
馬
之
行

⑩
林
花
薫
二
行
粧
ハ

流
鶯
唱
二
離

歌
ゆ
覊
旅

之

(暗
)

思
、
諳
然
銷

レ魂

。
于
レ時

、
加
賀
員
外
刺
史
。
随
二
李
老
之
玄
訓

一以

〔別
〕

贈

レ
言
、
吐
二
花
鳥
之
英
詞

一以
惜

レ○
。
志

之
所

レ之
、
聊
以
和
答l

L
(23

オ
)L

(23
ウ
)

(賦
)

28

早
夏
諸
客
賀
三
予
再
兼
=
翰
林

一不

レ堪
二
情
感

一
聊
〇
二
一
絶

一付
・一小

序
一

吏
部
員
外
侍
郎
大
江
匡
衡

予
今
年
、
正

月
拝

尾

州
刺
史
ハ

三
月
兼

二
翰
林
主
人
の
蓋

聖
主
好

レ

文
、
賢
相
重

レ士
之
所

レ致
也

。
於

レ是

、
賀
州
源
刺
史
青
宮
菅
学
士
、

枉
二
華

軒
ハ
与

二
門

生
四
五
輩

一来
賀

。
恩

之
深
也

、
聊

以
二
盃
酌
ハ

答
引
謝
厚
意
の
昔
山
陰
曲
水
之
会

、
右

軍
自
作

レ序
自
書

、
今
洛
陽
翰

林
之
亭
、
主
人

亦
自
記

レ事
自
詠
。
其
詞
日
。

L

(24
オ
)

29

仏
経
供
養
和
歌
序

藤
後
生

(橋
)

夫
昔
自

三
一
楊
之

下
、
乾
坤
定

二
陰
陽
之
義
ハ

八
嶋

之
上
、
山
川
分

二

霹

流
之
義

靉

+日
神
明
所
慈

猶
寄
二
詞
於
歌
詠
幕

誠
所
レ

応
、
莫

レ不

レ資
二
其
謳
吟
↓
所
以
上
古
皇
帝
、
奉

レ賀
二宝
算
ハ
尚
以

二

(盍
)
(逐
)

和
歌
ハ
当
代
聖
皇
、
祈
コ
禧
長
生
ハ
蓋

レ遂
二
旧
風

㎜矣
。
仍
聊
奉

レ献

二

和
歌

四
首
ハ
以
述
二
僧
等
懐
志

一焉
。
和

レ頌
日
。
栄
祐
以
講
・作
也

(卿
)

30

女
院
御

人
講
之
次
和
歌
序

斉
信
郷L

(以
ウ
冗

〉

一
乗

八
講
之
筵

已
巻

。
四
七
妙
文

、
春
花
早
発
、
五
六
宝
算
、
秋
月

六
八

久

廻
。
当

=
于
此
時
ハ
在

レ
座
陪
臣
、
垂
二
感
涙

一
日
、
不

レ図
今

日
復

見

二寛
平
旧
儀

}矣
。
于

レ時
長
月
也
。
故
賦
二秋

情

一而

已
。

き

み
か
よ
に
い
ま

い
く
た

ひ
か
か
く
し

つ

・
う
れ
し
き
事

に
逢

ん
と
す

ら
む

山
寺

31

暮

春
於

二
円
融

院

一詠

二
落
花
満

フ
船
和

歌
付
・年
序
・

源

時

綱I
L
(25
オ
)

(轄
)

是
日
也
、
我
党
数

四
、
載
較
載
脂

、
到
;
于
円
融
之
仙
窟

一矣
。
院
中

(樹
)

有

レ水
、
々
上
有

レ船

。
傍

レ岸
有

レ樹
、
繞

レ
(口
)
有

レ花
。
開
兮
臨
二

水
上

一

落
兮
満

二
船
中
↓
積
二
雑
蘂

}而

容
与
、
宛
如
二
三
春

之
色

ハ

(浜
)

戴
二
重
葩

一而

沂
沿
、
空
奪
二
一
葉
之
名
の

憑
二
彼
狂
風
之
緻
緑
ハ
莫

レ

使
三
軽
波
以
覆
二
濃
粧

一而
已
。
請
課
二
和
歌

一各

叙

レ思
。
其

詞
日
。

ち
る
花

の
つ
も
れ
る
船
は
ゆ
く
は
る
を
さ

し
と

丶
め
た
る

こ

丶

ち

こ
そ
す
れL

(25
ウ
)

32

暮
春
遊

二長
楽

寺

一同
詠
三
花
満
二
遠
近

一和

歌
付
・小
序
一

散

班
高
階
公
俊

治
暦

二
年
、
暮
春

五
日
。
緇
素
之
好
事

、
花
鳥
在

レ心

。
煙
霞
随

レ手

之
者

、
五
六
許
輩
。
属
二
海
内
之
静
謐
ハ

出
二洛
外

皿而
交
遊

。
蓋
賞
二

天
時

之
可
フ
賞
、
尋

二地
形

之
可
フ
尋
也
。
于

レ時

、
花

満
二
遠
近
ハ
匂



遍
二高
低
⑩
素
葩
埋

レ庭
之
粧

、
眼
迷
二
三
冬
之
雪
ハ
紅
艶
連

レ嶺

之
色
、

望

通
二
四
山
之
霞

一
者
歟
。
慙

レ非
二
黒
主

之

詞
ハ

猥
述

二
赤
人
之

思

一

而
已

。

L

(26
オ
)

33

春

日
於
二
行
願
寺

一同
詠
二
見

レ花
日
暮

一和
歌

一
首
并
序

泗

水
沈
老
安
祐

聖
暦
六
年
之
候

、
仲
春

二
月
之
天
。
巧
二
倭
歌

一之
者
、
緇
素
十
有

餘

輩
、

不

レ期
而
会

合
。
蕭
寺

毒

、
富
=
花
樹
ハ

地
隔

二
俗
塵

}
之
故

也
。
蓋
属
二
海
内
之
無
為
ハ
楽
二
花
問
之
遊
宴

[也
。
自
然
之
感
、
遇

レ

境
兮

知
而

已
。
禅
侶
則

伝
二
華

山
之
前

跡
ハ
俗
客

亦
称

二
柿
下

之
末

枝

一者

歟
。
于

レ時
、
見

レ花

日
暮
、
乗

レ
興
帰
忘

。
濃
艶
養

レ望

、
鳥

輪
転

不

レ駐
、
素
葩
労

レ眼
、
萍
実
傾
已
沈

。
請

レ課
二
卅

一
字
之

篇

L

(26
ウ
)

什
ハ
将

レ約
二
千
万
歳
之
歓
遊
⑩
其
詞
日
。

34

夏

日
同
詠
二
松
陰
避
フ
暑
和
歌

宗
孝
言

八
年
之
夏
、
五
月
之
候
。
苦
二
炎
熱

一兮
尋
二
古
寺
ハ
得
二
古
寺

兮
遇

二

老
松
ゆ
蓋
亭

々
而
清
涼
、
欝

々
而
蕭
索
。
可

レ追
二
涼
其
下
ハ
堪

レ避

二

暑
其
陰
ゆ

於
戯
、
百
尺
煙
蓋

之
風
、
消
二
玉
汗

兮
三
伏
之
天
ハ
千
年

翠
葉
之
露

、
褊
二
葛
衿
於

三
秋

之
暁

一者
也

。
請

課
二
松
陰
之
新
情
ハ

将

レ抽
二
柿
下
之
古
思
弔
其
詞
日
。

35

夏

日
於

二
雲
居
寺

一
同
詠
二
雨
中

逢
フ友

和
歌
付
・小
序

甲

L

(27
オ
)

『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚
書

斐
権
守
有
業

交
芳

二於
蘭
ハ
契
堅
二
於

石
一之
者
、
七
八
許
輩
。
凌
二
雨
脚
之
滂

流
ハ

尋
二雲
居
之
幽
寺
↓
蓋
訪
二
上
人
寂
寞

一也
。
所

レ談
者
空

仮
中
之
妙

理

矣

、
口
口
自
消
、
所

レ礼
者
安

養
界
之
厳

飾
焉

、
眼
塵
忽
洗
。
凡
視

聴
之
所

レ触

、
莫

レ不

レ滅
二
罪
霜

一矣
。
随
喜

之
餘

、
聊
入
二風
情
の
題

(日
)

目
々
、
雨

中
逢

レ友
、
即
是
斯
時

也
。
願
以
二
此

六
義

之
興
ハ
翻
為

二

彼
九
品
之
縁
ゆ
其
詞
日
。

36

早
秋
於
二
清
水
寺
西
洞

一詠
二
望
月
未
フ
飽
和
歌

一
首
并
序L

(27
ウ
)

大
江
有
元

聖
暦
改

元
之
歳
、
孟
秋
云
来

之
天
。
性
好
二
風
月
ハ

思
染
二
煙
霞

一之

者

。
六
七
許
人
、
暫
辞
二
華
洛
十
二
之
衢
ハ
忽

尋
二蕭
寺
幽
深
之
地
⑩

始

則
臨

二鴨

水

一而
渡

二白
浪
ハ
後

亦
礼
二
仏
閣

一而
藉

二
青
苔
の
蓋
属
二

四
海
之
康

寧
ハ
述
二
六
義
之

雅
璽

也
。
或
占
二
樹
陰

一而
命

レ飲
、
或

逐
二
柿

下
一而
形

レ言
。
勝
遊
之
趣
、
誠
有

レ以
哉

。
于

レ時

、
終
宵
忘

レ

眠
、
望

月
未

レ飽
。
蒼

々
重
蒼

々
、
誰
厭
二
清
光

之
対

ワ
雪
。
皎

々
又

皎

々
、
独
翫
二
素
影
之
敷
7
氷

者
也

。
如

レ予
者

、
蓬
鬢
半
悴

、
蕪
詞

L

(28
オ
)

漸
慵

。
顧

二
暮
齢
於
潘
岳
ハ
既
作

三

一年
之
兄
ハ

比
二
風
情

於
小
町
ハ

猶

隔
二
万
里

之
跡
過

憖
接

二
一
両
輩
之

佳
客

ハ
猥
詠

二
卅

一
字

之
和

歌
⑩
其
詞
日
。

六
九
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九

月
十
三
夜

於
二
長
楽

寺

一詠

二
山
家
秋

月

一和

歌

一
首
加
・・小
序
・

学
生
大

江
有

元

〔盧
〕

九

月
十

三
夜
者

、
好

レ事
翫

レ月
之
佳
期
也
。
風
煙
其
志
之
輩
、
都
慮ミ

両
三
。
辞

二子
城
之
塵
囂
ハ
来
二
東
山
之
蘭
若

一矣
。
于

レ時
、
蹊
門
秋

暮

、
山
家
月
明
。
其

光

晃
朗
、
賓
鴈
叫
而

雲
晴
、
其
影
蒼

茫
、
孤

L

(28
ウ
)

鶴
警
而
露
冷
者
也

。
逸
興
之
餘
、
遂
詠
=
和
歌
↓
其
詞
日
。

い

つ
と
て
も

こ

丶
う
に
か
く
る
秋

の
よ

の
月
は
山
里
め
て
た
か

り
け
り

38

秋

夜
宿
二
山
寺

二
言
レ志
和
歌

一
首
付
・示
序
・

肥
州
前
吏

藤

友
房

于

レ時
秋
也

、
蘭
友
十
有

餘
輩
。
暫
出

二洛

城
之
囂
塵
ハ
忽
宿

二山

寺

之
勝
境
殉

爰
池
水

澄
兮
満

レ科
、
林
葉

落
兮
敷

レ
地
。
可
三
以
洗

二
俗

客

之
眼
ハ
可
三
以
成
二
禅

侶
之
観
4
幽

情
難

レ繋
、
忘
二
帰
去

一而

通

レ

ー
L
(29
オ
)

夜

、
餘
興
弥
催

、
翫

二
景
気

　而
達

レ朝

。
請

以
二
動
中
之
志
↓
聊
詠

二

形
外
之
詞
の
其

詞
日
。

39

題
可

レ尋

正
集
和
歌

序

題

藤
成
家

広
隆
寺
中

、
紅

葉
林
下
。
数
輩
楪

客
、
相
共
優
遊

。
于

レ時
、
索

々

兮
零
落
、
仙
雪
飄
二
於
初
冬
之

風
ハ
紛

々
兮
散
乱

、
浮
雲
映
二
於
夕
陽

之
影
ゆ
縦
念

二
十
二
願
之
本
誓
ハ
盍

レ成
二
卅

一
字
之
新
吟
過

情
感
之

七

O

至

、
欲

レ罷
不

レ能
。
其
詞
日
。

L

(29
ウ
)

40

九
月
尽
日
遊
二
東
山

一詠

レ惜

レ秋
和
歌

一
首
付
・一小
序

学
生

菅
原
在
良

九

月
尽
者

、
古
人
今
人
相
惜

之
候

也
。
是
以
、
戸
部
郎

、
才

類
二
江

左
ハ
詞
伝
二
山
辺

一之
者
七
八
許
輩

。
連

二華
軒

一而
出
二
重
城
ハ
所

レ過

者
碧

水
湛

々
、
携

二
蘭
友

一而

到
二
禅

門
ハ

所

レ
翫
者
紅
葉

紛

々
。
蓋

惜

二
三
秋
之
云

暮
↓
弥

思
二
一
日
之
将

フ
闌
者
歟
。
謬

以
二
詩
家

之
後

胤
ハ
猥
接
二
歌
筵
之
末
座

一而
已
。

41

詠
三
花
駭
二定
心

一和
歌
并
序

素
意
藤
重
経L

(30
オ
)

永
保
三
年
、
三
月
十
三
日
。
花
漠

々
鳥

関
々
矣

。
五
六
輩
出

レ自
二
草

庵
ハ
徘
⇒
徊
樹

下
幻
于

レ時
、
名
香

之
烟
混

二紅
霞
(
行
道
之
跡
踏
二
白

雲
過
落

日
已
迫
二
西
崎
ハ
片
月
漸
明
=
南
軒
↓
情
感
間
動
、
不

レ能
二
黙

止
適
以

三
花
駭
二
定
心

一為

二
題
旦

各
述
二
其
思
ゆ
詞
云
。

万
葉
雑

題
序

42

三
月

五
日
大
伴
宿
祢
池
主

(垂
)
(晩
)

昨

暮
来
使

、
幸

也
以

乗
二
暁
春
遊

覧
之
詩
ハ

今
朝

累

レ信

、
辱
也
以

(結
)

既
二
相
招

望
野
之
歌
ゆ

一
看

二
玉
藻
ハ

稍
写
二
欝
行
ハ

ニ
吟

二
秀
句
↓

L

(30
ウ
)

(性
)

巳
髑
二愁
緒
弔
非
二
此
眺
翫
ハ
孰
能
暢

レ心
乎
。
但
惟

下
僕

、
稟
経
難

レ



(渇
V

(マ
マ
)
(終
)
(日
)

彫

、
闇
神

靡

レ
瑩
。
握

レ翰
腐

レ毫

、
対

レ
研
忘

レ
濁
。

渇

絡

日

(目
)

(之
)

自

流
、
綴

レ
≧
不

レ能

。
所

謂
文

章
天

骨
、

習

レ
之
不

レ得

也
。
豈

堪
三
探

レ
字
勒

レ韻

、
叶
コ
和

雅
篇

一哉

。
抑
聞

一一鄙

里
小
児
ハ

古
人
言

(無
)

〔辞
〕

天
レ
不

レ酬
。
聊
裁
二
拙
詠
↓

敬
擬
二
〇
詞

一矣

。
抑
小
児
譬

濫
謡

、
敬

(葉
)

写
二
薬
端
ハ
式
擬

レ乱
日
。

(即
)

43

悲
コ
歎
俗
道
仮
合
口
離
易

レ去
難
フ留

詩

一
首
并
序

山
上
憶

良L

(3ー
オ
)

(化
)

竊
以

、
釈
慈

之
示
教
、
先
開
二
三
帰
五
戒

一而
紀

二法

界
ハ
周
孔
之
垂

(邦
)

訓
、
前
張

三
二
綱
五
教

一以
済

二
郡
国
↓
故
知
、
引
導

雖

レ
ニ
、
得

レ悟

惟

一
也
。
但
以
世
無
二
恒
質
ハ
所
以
陵
谷
更

変
、
人
無

二定
期
ハ
所
以

〔交
又
作
申
〕

寿
夭
不

レ同

。
撃
目
之
問

、
百
齢
已
尽
、

口
臂
之
頃
、
千
代
亦
空

。

旦
作
二
席
上
之
主
ハ
タ
為
二
泉
下
之
客
の
白

馬
走
来

、
黄
泉
何
及

。
隴

上
青
松
空

懸
二
信
剣
ハ
野

中
白

楊
但
吹
二
悲

風
ゆ

是
知
、
世
俗
本
無
二

隠
遁

之
室
ハ

原
野
唯
有

二
長
夜

之
臺
弔

先
聖

已
去
、
後
賢

不

レ留
。

〔如
モ
シ
〕

必
有

二

贖
而

可
フ
免
者
、
古

人
誰
無
二
価

金

一乎

。
未

レ聞
下
独
存
遂

L

(3ー
ウ
)

見
二
世
終

一者
N
所
以
維
摩
大
士
疾

二
玉
体
乎
方
丈
ハ
釈

迦
能
仁
掩
二
金

〔日
〕

容
于

双
樹
⑩
内

教

日
、
不

レ欲

二
黒

闇
之
後
来

ハ
莫

レ
入
二
徳

天
之
先

(如
)

至
の
故
知

、
生

必
有

レ死
、

々
若

不

レ欲
、
不

レ知

レ
不

レ生
。
况
乎
縦

(慮
)

覚
二
始
終
之
恒

数
ハ
何

盧
二
存
亡

之
大
期

一
者
也
。
俗
道

変
化
猶

二
撃

『本
朝
小
序
集
』
研
究
覚

書

旦

人

事

経

紀

如

二申

臂

殉

空

与

二
浮

雲

一行

二
大

虚

ハ

心

力

共

尽

無

レ

所

・俸

(32
オ
)L

(32
ウ
)

44

挽
歌
序

筑
前
守
山
上
臣
憶
良

蓋
聞
、
四
生
起

滅
、
方

二
夢
皆
空
ハ

三
界

漂
流
、
喩
二
環
不

フ息

。
所

以
維
摩
大
士
在

二乎
方
丈
ハ
有

レ懐

二染
疾
之
患
ハ
釈
迦
能
仁
坐
二於

双

林
ハ
無

レ免

二
泥
沮
之
苦
ゆ
故
知

、
二
聖
至
極

、
不

レ能

レ払
二
力
負

之

尋
至
ハ
三
千
世
界
、
誰
能
逃
二
黒
闇
之
捜
来
刃

二
鼠
競
走
而
度

レ目
之

鳥
旦
飛
、
四
蛇
争

侵
而
過

レ隙
之
駒
夕
走
。
嗟
乎
、
痛
哉
。
紅
顔

共
二

〔衍
字
〕

三
従

一長

滅

逝
、
素
質

與

二
四

徳

一
永
滅

。
何
図
、
偕

老
違

二
於

要

L

(33
オ
)

期
ハ
独
飛
生

二於
半

路
4
蘭
室
屏

風
徒

張
、
断
腸
之
哀
弥
痛

、
枕

頭

明
鏡
空
懸
、
染

箔
之

涙
逾
落

。
泉
門

一
掩
、
無

レ由
二
再
見
ハ

鳴
呼

哀

哉
、
愛

河
波
浪

巳
先
滅
、
苦
海

煩
悩
亦

无

レ結

、
従

来
厭

「
離
此

穢

土
ハ
本
願
託
二
生
彼
浄
刹
幻

神
亀

五
年
七
月
廿

一
日

45

和
二
梅
花

歌
一

吉

田
連
宜

宜
啓
、
伏
奉
二
四
月
六
日
賜
書
↓

跪
開

二報
函
ハ
拝
コ
読

芳
藻
過
心
神

」

(33
ウ
)

開
朗
、
似

レ懐
二
泰
初

之
月
ハ
鄙
懐
除
袿

、
若

レ披

二
楽
広
之
天
⑩
至

レ

(平
)

若
下
羈
コ
旅
辺
城
ハ
懐

二古
旧

一而
傷

レ志
、
年
矢
不

レ停
、
憶
二
乎
生
一
而

落
占
涙
。
但

達
人
安

レ排

、
君
子

無

レ悶

。
伏
冀

、
朝
宣

二
懐

レ
霍

之

(放
)

化
ハ
暮
存

一藪

レ亀
之
術
幻
架
二
張
趙
於
百
代
ハ
追
二
松
喬
於
千
齢

一耳
。

七

一
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兼
奉

二垂
示
ハ
梅
花
芳
席

、
群
英
摘

レ藻
、
松
浦
玉
潭
、
仙
媛
贈
答
。

(感
)

(怡
)

類
二杏
壇
各

言
之
作
ハ
疑

二衡
皐
税
駕

之
篇
幻
耽
読
吟
諷

、
戚
謝
歓
招
。

宜
恋

レ主
之

誠
、
々
逾

二犬
馬
ハ
仰

レ徳
之
心
、

々
同
二
葵
奮
幻
而
碧
海

(孟
)

分

レ地

、
白
雲
隔

レ天
。
徒
積
二
傾
延
ハ
何
慰
二
労
緒
過
蓋
秋
膺

レ節
。

L

(34
オ
)

伏
冀
、
万
祐

日
新

。
今

因
二相
撲
部
領
使
ハ
謹
付
二
片
紙
幻
宜
謹
啓
。

不
次

。(教
)

(咋
)

敬
コ
喩
史
生
尾
張
少
作

一歌

一
首
并
短

〔歌
〕

七
出
例
云
、
但
犯

一一
一
条
ハ
即
合

レ弃

レ之
、
無
=
七

出
一
輙
弃
者
、
徒

一
年
半
。
三

不
去

云
、
雖

レ犯

二七
出
ハ

不

レ合

レ弃

レ之

、
違
者
杖

一

(弃
)

百
、
唯
犯
粁
悪

疾
得

(口
)
之
。
両
妻

例
云
、
有

レ妻
更

娶
者
、
徒

一
年
、
女
家
杖

一
百
離

レ之
。
詔
書
云
、
愍
コ
賜
義
夫
節
婦
4

謹
安
、

(夫
)

L

(34
ウ
)

件
数
条

、
建

レ
法
之
基
、
化

レ
道
之

源
也
。
然
則
義
史
之

道
、
情
存

レ

無

レ別
、

一
家
同

レ財
。
豈
有
二
忘

レ旧
愛

レ新
之
志

一
乎
哉

。
所
以
綴
コ

(旧
之
)

作
数
行
之
歌
ハ
令

レ悔
二
棄
悪
惑
幻
其

詞
日
。

越
前
国
大
掾
大
伴
宿
祢
池
主

来
贈
戯

歌
四
首

忽
辱
二
恩
賜
ハ
驚
欣
已
深
。
心
中
含

レ笑
、
独
座

稍
開
、
表
裏

不
レ同
、

(策
)

相
違
何
異

。
推
コ
量
所

7由

、
率

爾
作

レ栄
歟

。
明
知
加

レ言
、
豈
有
=

(貿
)

(倍
×
贓
)

他
意

一乎

。
凡
鴛
コ
易
本
物
ハ
其
罪
不

レ軽

。
正

贓

(口

口
)
、
宜

二急

(今
)

(徴
)

并

満

ハ
令

勒

一一風

雲
ハ

発

コ
遣
微

使
の

早

速

返
報

、

不

レ
須

二
延

L

(35
オ
)

4849

七
二

(貿
)

廻
↓

勝

宝

元

年

十

一
月

十

二

日
。
物

所

=
貨

易

一
下
吏

。

(貿
)

謹
訴

二鴛
易
人
断
官
司
庁
下
の

更
来
贈
歌

二
首

依
下
迎
二
駅
使

一事
ハ

今
月
五
日
、
到
⇒
来
部

下
加

賀
郡
境
殉
面
蔭
見

二

射
水

之
郷
ハ
恋
緒
結
二
深
海
之
村
4
身
異
二
胡
馬
ハ

心
悲

二
北
風
4
乗

レ

(封
)

〔云
〕

(先
)

月
徘
徊

、
曽
無

レ所

レ為

。
稍
開
二
来
対
ハ
其
辞
云
○
者
、
光
所

レ奉
書

、

(度
)

(嘱
×
羅
)

返
畏

夜

レ疑
歟
。
僕
作
二
嗔

囃
ハ
且
悩
二
使
君
ゆ
夫
乞

レ水
得

レ
酒
、
従

来
能

口
。
論

レ時

合

レ理

、
何

題
二
強

吏

一乎

。
尋
誦
二
針
袋

詠
ハ

詞

L

(お
ウ
)
(竭
)

泉

酌

不

レ渇

。
抱

レ膝
独
咲

、
能
髑
=
旅
愁
↓
陶
然
遣

レ日
、
何
慮
何

思
。
短
筆
不
宣

。

勝
宝

元
年
十

二
月
十
五

日
、

〔徴
〕
物

下

(記
)

司
。
謹
上
、
不
伏
使
君

徒
室

発
心
和
歌
序

妾
久
係
二
念
於

仏
陀

ハ
常
寄
=
情
於
法
宝
殉

為
二
菩
提

一也

。
釈
尊
説

二

法
華

一
乗
ハ
載

歌
コ
詠
如

来
之
善

↓
爰
知

、
歌
詠
之

詞
、
苟
為

二
仏

事

}矣
。
然
猶
梵

語
者
天

竺
之
詞
、
流
沙
遙
隔
、
漢
字

者
震
旦
之
跡
、

(各
)

(誕
)
l
L
(36
オ
)
(受
)

風
俗
名
殊
。
弟
子
詫
コ
生
皇
朝
ハ
愛
二
芽
婦
女
過
不

レ兼
一一邯
鄲
之
歩
ハ

〔梓
〕

偏
染
二
桑
樺
之
情
過
是
故

、
素
戔
之
新
詠
卅

一
字
歌
、
学
而
以
述
=
其

〔世

〔様
〕

義
ハ
肥
人
之
始

卅
八
字
摂
、
習
而
以
書
二
其

詞
⑩

始

レ自
二
四
弘
願
ハ

泊

二
于
十

大
願
ゆ
惣
五
十
五
首

、
勒
為

二
一
巻
幻
名
日
二
発
心
集
↓

是



則
所
以

、
十
方
浄
土
之

際
、
遍
発
二
往
生
之

心
ハ

九
品
蓮
臺
之

上
、

終
植
二
化
生
之
縁

一也

。
何
必
傾
二

(口
)
カ

一以
営
二
堂
塔
ハ
教
主
愍
二

〔王
〕

誓

願
之
誠
ハ
何
必
剃

二
鬢
髪

一
以
入

二山
林

ハ
経

五
彰

二讚
歎

之
徳

の

弊

如

二此
和
歌
之
道
祉

墜

之
門
発

壙

若
有
二見
聞

者
ハ

生

々
世

々
、
与

レ妾

値
遇
、
同
一一多
宝
如

来
之
慶

定
有

二
誹
謗

者
ハ
在

々
所
々
、
与

レ妾
結

縁
、
同
二
不
軽
菩
薩
之
行
ゆ

一
心
至

レ実
、

三
宝
捨

レ諸
。
嗟
乎
、
秋
風
吹

レ林
之
声

、
是
告

レ老
也

、
晩

日
銜

レ山

之
環

非
二孅
鑵

哉
・
泣
思
二臨
終
享

執
一庇

集
享

レ時

寛
弘

九
載
南
呂
也
。

対
策
文

一
降

(訂
オ
v

50

詳

二
和
歌

一

従

四
位

下
行
和
歌
博

士
紀
朝
臣
貫
成

問
弾
正

大
弼
明
賢
也

問
。
夫
和
歌
者

、
志

之
所

レ之
也

。
心
動

二
於
申
ハ
言
形

二
於
外
の
是

以
・
査
雛

朝

争
二濃
艶
而

賞
霞

秋
月
朗
家

望
皿浩
光
而

詠

吟
。
誠
是

、
日
域

之
風
雅

、
人
倫

之
師
友
者
也

。
不

レ審
、
野
相
公

告

レ別
矣
、
為

レ西
為

レ東
、
在
中
将
歎

レ老
焉
、
対

レ月
対

レ日
。
混

本

昔

製
、
未

レ知
二
其
情
ハ

誹
諧

古
辞
、
是
聞

二其

訓
の
又
臨
二
難
波
津

一

之
什
、
献
・何
圭

至
・富
緒
川
乏

籏

報
・誰
人
享

眸

聹

)柿

下
ハ

累
葉
之
風
久
扇

、
学
志
二
山
辺
ハ

詞
峯

之
月
高
晴
。
宜

レ
課
二
七

『本
朝

小
序
集
』
研
究
覚
書
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(之
)

歩

(口
)
才
名
ハ

莫

レ迷
二
六
義
之
応
対
ゆ

和
歌
得
業
生
従
七
位
上
行
志
摩
目
花
園
朝
臣
赤
恒
対
駄
翩
鮪
儒
〔与
〕

対
・
竊
以
・
素
戔
暈

之
致
二出
雲
国

望
一撫

而
始
作
圭

土

字
之
詠
ハ
清
御

原
朝
之
遊
二
吉
野
宮
ハ
訪
二
洛
媛

一而
忽
贈
二
五
七
々
句

之
詞
幻
夫

和
歌

之
起
、
自

レ古
而
爾

矣
。
尋

二
淵
源
於

気
岸
ハ
艶

流

(施
〉

涌
二
神
世
之

問
ハ

拾
二
華
実
於
性
圃
ハ

濃
香

絶
二
俗
塵
之
中
⑩

天
孫

者

(容
)

藩
城
之
君
也
、
煙
客
命
二
松
客

一而
形

レ
言
、
海
童
者
潮
汐
之
女
也
、

L

(38
オ
)

騒
人
瀝
二
藻
思

一而
消

レ魂

。
曲
水

初
三
之

日
、
酌

二
羽
爵

一而
叩

レ疑
、

斜
漢
第
七
之
秋
、
代
二
織
女

一而
惜

レ別
。
非

レ詩
非

レ
賦
、
只
凝
二
習
俗

(諸
)

之

風
情
ハ

分

レ賢
分

レ愚
、
誠
是
諳
人
之
露
胆
。

遂
使

下皐

蒲
腐
而
水

(山
)

蛍
流

、
尽

入
二
幽
玄
之
興
ハ
宮
樹
紅
而
小
蝉
鳴
、
高
振
中神
妙
之

理
N

風
雲

草
木
之
非

レ
一
、
課
二
六
義

一而
編
次
、
哀
楽
怨
別
之
区
分
、
労

二

寸
心

一而
裁
成
。
燕
寝
夜
長

、
滲
二
清
冷
於
寒
砧
之
韻
ハ
野
寺
日
暮
、

動
二
遠
情
於
嶺
鐘
之
声

ゆ
征
夫
遊

子
之
不
二
我
土
ハ
寄
二
旅
鴈

一而
馳

レ

母

蘭
棹
莓

悉

故
郷
軌

(.
.)響

而
通
詞

然
則
小
野

ミ

宰
相
告

レ別
矣
、
掛
二
片
帆
於
北
海

之
波
ハ
在
原
中
将
歎

レ老
焉
、
欹
二

孤
枕
於

西
楼
之
月
4
難
波
津

之
什
、
献
二
大
鷦
鷯
之

天
皇

ハ
富
緒

川

之

篇
、
報
二
豊
厩
戸
之
太
子
崎
混
本
昔
製
、
紀
二
風
土
一而
易

レ覚

、
誹

(訪
)

諧
古
辞

、
注

二
日
域

一而
猶
詳
。
我
后
徳
被
二
上
王

感
生
二視
聴
↓
南

七
三
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研
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薫
風
馥
、
春
日
野
之
草
靡

、
北
共
星
晴

、
天
磐
門
之
霧
高
騫
。
千
代

八
千
代

、
平

砂
長
而

期
二
苔

蒸
之

巌
ハ
万
歳

復
万
歳

、
飛
塵

積
而

L

(39
オ
)

成

二雲
懸
之
山

一矣

。
謹
対
。

雲
居
寺
聖
人
懺
二
狂
言
綺
語

一和
歌
序

和

歌
之

興
、
其
風
遠

哉
。
陰
陽
定

レ義

、
山
川
分

レ形
以

降
、
神
明

所

レ感

、
歌
詠

有

レ由
。
所
以
住
吉

明
神
、
為
二
諷

喩

垂

レ跡
、
後
代

詞
人

、
慣

二
微
言

一継

レ塵

。
倩
尋

二
此
明
神
之
本

地
ハ
寧
非

二
高
貴
徳

王
菩
薩

一哉
、
追
訪

二
此
菩
薩
之
対
揚
ハ

則
是

双
林
据
拾
之
説
教
也
。

経
コ
演
麁
言

及
軽

語
↓
皆
帰

二第

一
義
之
文
⑩
誠

哉
此

言
。
予
止
観

L

(39
ウ
)

之
餘
、
坐
禅
之

隙
、
時

々
有

二和
歌
之

口
号
幻
春
朝
戯
指

レ花
称

レ雲
、

秋
夕

哢
仮

レ月

云
レ雪

。
妄
言
之
咎
難

レ避
、
綺
語
之
過
何
為
。
仍
図
二

彼

菩
薩
之
像
ハ
写

=此

経
典
之
文
⑩
向

レ像

講

レ経
、
礼

レ経
謝

レ
罪
。

請

以
二
一
生
中
之
狂

言
ハ
翻
為

二
三
菩
提
之
因
縁

一而

已
。

嘉

承
元
年
九
月
十
三
日
夜
講
之
。
藤
原
基
俊
作
。

柿
下
朝
臣
人
麻
呂
画
讚

一
首
僻

(如
オ
)

大
夫
姓
柿

下
、
名
人
麻
呂

。
蓋
上

世
之
歌
人
也

。
仕

こ
持
統
文
武
之

聖
朝
ハ
遇
二
新
田
高
市
之
皇
子
の
吉

野
由
之
春
風

、
従

二仙
駕

一而
献

レ

寿
、
明
石
浦
之
秋
霧
、
思
二
扁
舟

一而

瀝
レ
詞
。
誠
是

、
六
義
之
秀
逸
、

(重
)

万
代
之
美
談
者

歟
。
方
今
、
為

レ
ロ
ニ幽

玄
之
古
篇
ハ
聊
伝

二
後
素
之

七
四

新
様
↓
因

レ有

レ所

レ感
、
乃
作

レ讚
焉
。
其
詞
日
。

和

歌

之

仙

稟
二
性

于

天

一

其

才

卓

爾

其

鋒

森

然

三

十

一

字

詞

華

露

鮮
L(40

ウ
)

四

百

餘

載

来

葉

風

伝

斯

道

宗

匠

我

朝

先

賢

涅

而

無

レ緇

鑽

レ之

弥

堅

鳳

毛

少

レ彙

麟

角

猶

専

既

謂
二
独

歩

「

誰

敢

比

肩

作
者
大
学

頭
敦
光
朝
臣
」(穿

)L

(衄
ウ
)

奥
書

従

二白

川
殿
一所

二申
出

一之
和
歌
序
六
巻
之
外
、
更
有

二
一
巻

一嬲
蘭
転
和

令

下
任
二
彼
御
本

}続
立
中
此
巻
上
了
、
右

一
本
元
出
二
於
冷
泉
家
ハ
外
題

L

(42
オ
)

為
家
卿
手
蹟
也
云
々
。

〔冬

日
侍
二
宸
宴

一言

レ志
和
歌
同
紙
同
筆
之
類
暁
月
之
御
筆
。

九

日
於

二
左
金

吾
藤
次
将
青
闔

直
廬

一詠
二
秋
情
在
7
菊
和

歌
同
紙
同

L

(42
ウ
)

筆
之
類
為
秀
卿
之
御
筆

也
。

寛
文
灯

冷
泉
為
清

(花
押
F

(釜


